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「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の
円滑な実施を確保するための基本的な指針」改正後 概要（案）

○ 「基本指針」（大臣告示）は、市町村及び都道府県が障害福祉計画及び障害児福祉計画を定めるに当たっての基本的な方針。

○ 都道府県及び市町村は、基本指針に則して原則３か年の「障害福祉計画」及び「障害児福祉計画」を策定。

○ 第７期障害福祉計画及び第３期障害児福祉計画に係る基本指針は、令和５年４月末～５月半ば頃に告示予定。

計画期間は令和６年４月～令和９年３月。

１．基本指針について

２．本指針の構成

1

第一 障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体制の確

保に関する基本的事項

一 基本的理念

二 障害福祉サービスの提供体制の確保に関する基本的考え方

三 相談支援の提供体制の確保に関する基本的考え方

四 障害児支援の提供体制の確保に関する基本的考え方

第二 障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体制の確

保に係る目標（成果目標）

一 福祉施設の入所者の地域生活への移行

二 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

三 地域生活支援の充実

四 福祉施設から一般就労への移行等

五 障害児支援の提供体制の整備等

六 相談支援体制の充実・強化等

七 障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体

制の構築

第三 計画の作成に関する事項

一 計画の作成に関する基本的事項

二 市町村障害福祉計画及び市町村障害児福祉計画の作成に関

する事項

三 都道府県障害福祉計画及び都道府県障害児福祉計画の作成

に関する事項

四 その他

第四 その他自立支援給付及び地域生活支援事業並びに障害児通

所支援等の円滑な実施を確保するために必要な事項等

一 障害者等に対する虐待の防止

二 意思決定支援の促進

三 障害者等の芸術文化活動支援による社会参加等の促進

四 障害者等による情報の取得利用・意思疎通の推進

五 障害を理由とする差別の解消の推進

六 障害福祉サービス等及び障害児通所支援等を提供する事業

所における利用者の安全確保に向けた取組や事業所における

研修等の充実



３．基本指針見直しの主な事項

2

①入所等から地域生活への移行、地域生活の継続の支援
・重度障害者等への支援に係る記載の拡充
・障害者総合支援法の改正による地域生活支援拠点等の整
備の努力義務化等を踏まえた見直し

②精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
・精神保健福祉法の改正等を踏まえた更なる体制整備
・医療計画との連動性を踏まえた目標値の設定

③福祉施設から一般就労への移行等
・一般就労への移行及び定着に係る目標値の設定
・一般就労中の就労系障害福祉サービスの一時利用に係る
記載の追記

④障害児のサービス提供体制の計画的な構築
・児童発達支援センターの機能強化と地域の体制整備
・障害児入所施設からの移行調整の取組の推進
・医療的ケア児等支援法の施行による医療的ケア児等に対
する支援体制の充実

・聴覚障害児への早期支援の推進の拡充

⑤発達障害者等支援の一層の充実
・ペアレントトレーニング等プログラム実施者養成推進
・発達障害者地域支援マネージャーによる困難事例に対す
る助言等の推進

⑥地域における相談支援体制の充実強化
・基幹相談支援センターの設置等の推進
・協議会の活性化に向けた成果目標の新設

⑦障害者等に対する虐待の防止
・自治体による障害者虐待への組織的な対応の徹底
・精神障害者に対する虐待の防止に係る記載の新設

⑧「地域共生社会」の実現に向けた取組
・社会福祉法に基づく地域福祉計画等との連携や、市町村に
よる包括的な支援体制の構築の推進に係る記載の新設

⑨障害福祉サービスの質の確保
・都道府県による相談支援専門員等への意思決定支援ガイド
ライン等を活用した研修等の実施を活動指標に追加

⑩障害福祉人材の確保・定着
・ICTの導入等による事務負担の軽減等に係る記載の新設
・相談支援専門員及びサービス管理責任者等の研修修了者数
等を活動指標に追加

⑪よりきめ細かい地域ニーズを踏まえた障害（児）福祉計画の
策定
・障害福祉DBの活用等による計画策定の推進
・市町村内のより細かな地域単位や重度障害者等のニーズ把
握の推進

⑫障害者による情報の取得利用・意思疎通の推進
・障害特性に配慮した意思疎通支援や支援者の養成等の促進
に係る記載の新設

⑬障害者総合支援法に基づく難病患者への支援の明確化
・障害福祉計画等の策定時における難病患者、難病相談支援
センター等からの意見の尊重

・支援ニーズの把握及び特性に配慮した支援体制の整備

⑭その他：地方分権提案に対する対応
・計画期間の柔軟化
・サービスの見込量以外の活動指標の策定を任意化
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①施設入所者の地域生活への移行
・地域移行者数：令和４年度末施設入所者数の６％以上
・施設入所者数：令和４年度末の５％以上削減

②精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
・精神障害者の精神病床から退院後１年以内の地域におけ
る平均生活日数：325.3日以上

・精神病床における１年以上入院患者数
・精神病床における早期退院率：３か月後68.9%以上、
６か月後84.5%以上、１年後91.0%以上

③地域生活支援の充実
・各市町村において地域生活支援拠点等を整備するととも
に、コーディネーターの配置などによる効果的な支援体
制及び緊急時の連絡体制の構築を進め、また、年１回以
上、支援の実績等を踏まえ運用状況の検証・検討を行う
こと

・強度行動障害を有する者に関し、各市町村又は圏域にお
いて支援ニーズを把握し、支援体制の整備を進めること
【新規】

④福祉施設から一般就労への移行等
・一般就労への移行者数：令和３年度実績の1.28倍以上
・就労移行支援事業利用終了者に占める一般就労へ移行し
た者の割合が５割以上の事業所：就労移行支援事業所の
５割以上【新規】

・各都道府県は地域の就労支援ネットワークの強化、関係
機関の連携した支援体制を構築するため、協議会を活用
して推進【新規】

４．成果目標（計画期間が終了する令和８年度末の目標）
④福祉施設から一般就労への移行等（続き）
・就労定着支援事業の利用者数：令和３年度末実績の1.41倍
以上

・就労定着支援事業利用終了後一定期間の就労定着率が７割
以上となる就労定着支援事業所の割合：２割５分以上

⑤障害児支援の提供体制の整備等
・児童発達支援センターの設置：各市町村又は各圏域に１か
所以上

・全市町村において、障害児の地域社会への参加・包容の
（インクルージョン）推進体制の構築

・各都道府県は難聴児支援を総合的に推進するための計画を
策定するとともに、各都道府県及び必要に応じて政令市は、
難聴児支援の中核的機能を果たす体制を構築

・重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所等：各市町
村又は圏域に１か所以上

・各都道府県は医療的ケア児支援センターを設置【新規】
・各都道府県及び各政令市において、障害児入所施設からの
移行調整に係る協議の場を設置【新規】

⑥相談支援体制の充実・強化等
・各市町村において、基幹相談支援センターを設置等
・協議会における個別事例の検討を通じた地域サービス基盤
の開発・改善等【新規】

⑦障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制
の構築
・各都道府県及び各市町村において、サービスの質向上のた
めの体制を構築
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①施設入所者の地域生活への移行等
（都道府県・市町村）

○ 居宅介護の利用者数、利用時間数 ※ ○ 重度訪問介護の利用者数、利用時間数※

○ 同行援護の利用者数、利用時間数※ ○ 行動援護の利用者数、利用時間数※

○ 重度障害者等包括支援の利用者数、利用単位数※ ※個々のサービスとしての指標は初めて

○ 生活介護の利用者数、利用日数 ○ 自立訓練（機能訓練・生活訓練）の利用者数、利用日数

○ 就労選択支援の利用者数、利用日数【新設】 ○ 就労移行支援の利用者数、利用日数

○ 就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）の利用者数、利用日数 ○ 就労定着支援の利用者数

○ 短期入所（福祉型、医療型）の利用者数、利用日数

○ 自立生活援助の利用者数 ○共同生活援助の利用者数 ※重度障害者の利用者数を追加

○ 計画相談支援の利用者数 ○ 地域移行支援の利用者数 ○ 地域定着支援の利用者数

○ 施設入所支援の利用者数 ※新たな入所希望者のニーズ・環境の確認

②精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
（都道府県・市町村）

○ 保健、医療・福祉関係者による協議の場の開催回数

○ 保健、医療（精神科、精神科以外の医療機関別）、福祉、介護、当事者、家族等の関係者ごと

の参加者数

○ 保健、医療、福祉関係者による協議の場における目標設定及び評価の実施回数

○ 精神障害者の地域移行支援の利用者数 ○ 精神障害者の地域定着支援の利用者数

○ 精神障害者の共同生活援助の利用者数 ○ 精神障害者の自立生活援助の利用者数

○ 精神障害者の自立訓練（生活訓練）【新設】

（都道府県）

○ 精神病床からの退院後の行き先別の退院患者数

③地域生活支援の充実
（都道府県・市町村）

○ 地域生活支援拠点等の設置箇所数とコーディネーターの配置人数、地域生活支援拠点等における

機能の充実に向けた支援の実績等を踏まえた検証及び検討の実施回数

④福祉施設から一般就労への移行等
（都道府県）

○ 福祉施設から公共職業安定所に誘導した福祉施設利用者数

○ 福祉施設から障害者就業・生活支援センターに誘導した福祉施設利用者数

○ 福祉施設利用者のうち公共職業安定所の支援を受けて就職した者の数

○ 障害者に対する職業訓練の受講者数

５．活動指標
⑤発達障害者等に対する支援
（都道府県・市町村）

○ 発達障害者地域支援協議会の開催回数 ○発達障害者支援センターによる相談支援の件数

○ 発達障害者支援センター及び発達障害者地域支援マネジャーの関係機関への助言件数

○ 発達障害者支援センター及び発達障害者地域支援マネジャーの外部機関や地域住民への研修、啓発

の件数

○ ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラム等の実施者数

○ ペアレントメンターの人数 ○ピアサポートの活動への参加人数

⑥障害児支援の提供体制の整備等
（都道府県・市町村）

○ 児童発達支援の利用児童数、利用日数 ○ 放課後等デイサービスの利用児童数、利用日数

○ 保育所等訪問支援の利用児童数、利用日数 ○ 訪問型児童発達支援の利用児童数、利用日数

○ 障害児相談支援の利用児童数

○ 医療的ケア児等に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置人数

（都道府県）

○ 福祉型障害児入所施設の利用児童数 ○ 医療型障害児入所施設の利用児童数

○ 医療的ケア児等の支援を総合調整するコーディネーターの配置人数【新設】

⑦相談支援体制の充実・強化等
（市町村）

○ 基幹相談支援センターの設置【新設】

○ 基幹相談支援センターによる地域の相談支援事業者に対する訪問等による専門的な指導・助言件数

○ 基幹相談支援センターによる地域の相談支援事業者の人材育成の支援件数

○ 基幹相談支援センターによる地域の相談機関との連携強化の取組の実施回数

○ 協議会における個別事例の検討を通じた地域のサービスの開発・改善【新設】

⑧障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築
（市町村）

○ 都道府県が実施する障害福祉サービス等に係る研修の参加や都道府県が市町村職員に対して実施す

る研修の参加人数

○ 障害者自立支援審査支払等システム等での審査結果を分析してその結果を活用し、事業所や関係自

治体等と共有する体制の有無及びそれに基づく実施回数

（都道府県・市町村）

○ 都道府県等が実施する指定障害福祉サービス事業者及び指定障害児通所支援事業者等に対する指導

監査の適正な実施とその結果の関係自治体との共有する体制の有無及びそれに基づく共有回数

（都道府県）

○ 相談支援専門員研修及びサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者研修の修了者数の見込み

【新設】

○ 相談支援専門員及びサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者への意思決定支援ガイドライン

等を活用した研修の実施回数及び修了者数の見込み【新設】
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第７期和泉市障がい福祉計画・第３期和泉市障がい児福祉計画策定方針（案） 

 

１．障がい福祉計画・障がい児福祉計画の概要 

 障がい福祉計画は、障がい福祉サービスの提供体制の確保などに関する計画として、①障がい福祉サービス、相談支援及

び地域生活支援事業の提供体制の確保、②各年度における障がい福祉サービス、地域相談支援及び計画相談支援の種類ごと

の必要な見込量、③地域生活支援事業の種類ごとの実施に関する事項を定めるものである。その他、④障がい福祉サービス

などの必要な見込量の確保のための方策、⑤関係機関との連携に関する事項についても定めようとするものである。 

 障がい児福祉計画は、障がい児通所支援の提供体制の確保などに関する計画として、①障がい児通所支援、障がい児相談

支援の提供体制の確保、②各年度における障がい児通所支援、障がい児相談支援の種類ごとの必要な見込量、③障がい児通

所支援などの必要な見込量の確保のための方策、④関係機関との連携に関する事項についても定めようとするものである。 

 

２．障がい福祉計画・障がい児福祉計画策定にかかる協議の場 

 障がい福祉計画・障がい児福祉計画の策定にあたっては、障害者基本法による協議会（和泉市障がい者施策推進協議会）

の意見を聴かなければならない（障害者総合支援法・児童福祉法）。 

 

３．第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画策定にあたっての基本的な考え方 

・目的や目標として、基本理念や基本方針を基に和泉市としての施策の方向性などを分かりやすく明記する。 

・「国の基本指針」及び「府の基本的な考え方」を踏まえつつ、和泉市として課題を整理し、施策の方向性として明記する。 

・施策の方向性を明記するための課題等を整理するため、市民アンケート及び事業者アンケートを実施する。 

・施策の方向性のうち、特に重要な課題として重点目標や成果目標を位置付ける。 

・施策の結果（アウトプット）が成果目標（アウトカム）に対し、定性的、定量的にどれだけ影響をもたらしたか評価する。 

・施策の結果を達成するためのインプットとして、関連事業の活動指標を設定する。 

・成果目標を達成するため、和泉市障がい者自立支援協議会（専門部会含む）等での具体的な取組みを明記する。 

・成果目標に対する進行管理を障がい者施策推進協議会で行うことにより、PDCA サイクルの実効性を確保する。 

・障がい福祉計画・障がい児福祉計画については、団体自治としてのサービスの提供体制の確保等に関する計画であり、住

民自治（地域福祉）のあり方や展開については、地域福祉計画を上位計画とした障がい者計画において整理する。 

・計画策定スケジュールを管理する。 

資料4-2 
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４．障がい福祉計画・障がい児福祉計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者権利条約 

【国】第５次障害者基本計画（障害者基本法） 

【府】第５次大阪府障がい者計画（障害者基本法） 

 

 

 第４次和泉市障がい者計画（障害者基本法） 

【和泉市障がい者施策推進協議会（障害者基本法）】 

最重点施策 

①地域での生活基盤づくり 

②あいサポート運動の推進 

③手話・コミュニケーション促進条例の推進 

【国】基本的な指針（障害者総合支援法・児童福祉法） 

障がい福祉計画（障害者総合支援法） 

障がい児福祉計画（児童福祉法） 

第７期和泉市障がい福祉計画（障害者総合支援法） 

第３期和泉市障がい児福祉計画（児童福祉法） 

【和泉市障がい者施策推進協議会（障害者基本法）】 

〇基本理念 〇基本方針、施策の方向性 

〇重点目標・成果目標 等 

〇成果目標達成に向けた取組み 

 

 

 

 

成果目標達成に向けて 

具体的に協議や取組みを 

行う場として 

障がい者地域自立支援協議会 

（障害者総合支援法） 

推進会議・専門部会 

（相談支援部会・就労支援部会・地域移行部会 

地域生活支援拠点部会・子ども部会 等） 
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５．第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共通】第１章 計画策定の趣旨 

①計画策定の背景 ②計画の位置づけと期間 ③計画策定の取組み 

第２章 前回計画の評価及び現状と課題 

【者】①－１第６期障がい福祉計画の成果目標の評価  【児】①－２第２期障がい児福祉計画の成果目標の評価 

【共通】②障がい者等の状況  

【共通】③アンケート調査結果 

【者】④－１アンケート調査結果に対する考察及びニーズ【児】④－２アンケート調査結果に対する考察及びニーズ 

 

【共通】第３章 基本的理念 計画における基本的理念 

【者】第４章 第７期障がい福祉計画 

①基本方針 ②施策の方向性 

③重点目標及び成果目標、達成に向けた具体的取組み  

④計画の活動指標 

【児】第５章 第３期障がい児福祉計画 

①基本方針 ②施策の方向性 

③重点目標及び成果目標、達成に向けた具体的取組み  

④計画の活動指標 

【共通】第６章 計画の推進体制 

①計画の推進体制 ②計画の進行管理  
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５．構成に対する補足 

第１章 計画策定の趣旨 

①計画策定の背景 

 計画策定の背景や意義等について記載する。 

②計画の位置づけと期間 

 計画の位置づけ（地域福祉計画との関連性）や期間の設定について記載する。 

③計画策定の取組み 

 和泉市障がい者施策推進協議会、アンケート調査等の取組みの経過を記載する。 

第２章 現状と課題 

①前期計画の成果目標の評価 

 第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画のうち重点目標についての評価及び今後取り組むべき課題について記載

する。 

②障がい者等の状況 

 障がい者手帳の推移などの状況を記載する。 

③アンケート調査結果（単純集計・クロス集計） 

 アンケート調査の結果について、単純集計の結果、またクロス集計を記載する。 

④考察及びニーズ 

 アンケート結果から見える考察や重要なニーズを記載する。 

 例：状態に応じたニーズやサービス利用希望、手帳や等級ごとでの就労状況、強度行動障がいによる暮らしや支援ニーズ  

   医療的ケア児に対する支援ニーズ 障がい児者連携の体制 等 

第３章 計画の基本的理念 

 計画における基本的理念を記載する（障がい児者共通のものとして）。 

第４章 第７期障がい福祉計画 

①計画の基本方針 

 計画の基本方針について記載する。 
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②施策の方向性（基本方針を踏まえた計画全体の具体的な目的や目標） 

 前回計画の評価やアンケート調査による重要なニーズなどを踏まえ、今後の施策の方向性を記載する。 

基本指針などを踏まえ相談支援・サービス提供体制や支援体制等の確保について記載する。 

③計画の重点目標（施策の方向性のうち、特に重点とすべき事項）及び成果目標（重点目標にかかる数値目標）、達成に向け

た具体的取組み 

 アンケート結果や基本指針などを踏まえ、和泉市の重点目標、成果指標、また達成に向けた取組みについて記載する。 

④計画の活動指標（見込み量及び確保方策） 

 各サービス等の見込量及び提供体制の確保方策について記載する。 

第５章 第３期障がい児福祉計画 

①計画の基本方針 

 計画の基本方針について記載する。 

②施策の方向性（基本方針を踏まえた計画全体の具体的な目的や目標） 

 前回計画の評価やアンケート調査による重要なニーズなどを踏まえ、今後の施策の方向性を記載する。 

基本指針などを踏まえ相談支援・サービス提供体制や支援体制等の確保について記載する。 

③計画の重点目標（施策の方向性のうち、特に重点とすべき事項）及び成果目標（重点目標にかかる数値目標）、達成に向け

た具体的取組み 

 アンケート結果や基本指針などを踏まえ、和泉市の重点目標、成果指標、また達成に向けた取組みについて記載する。 

④計画の活動指標（見込み量及び確保方策） 

 各サービス等の見込量及び提供体制の確保方策について記載する。 

第６章 計画の推進体制 

①計画の推進体制 

 計画の推進体制（障がい者施策推進協議会や障がい者地域自立支援協議会（専門部会含む）における進捗管理や具体的な

取組みの体制）について記載する。 

②計画の進行管理 

 計画の進行管理、PDCA サイクルによる評価等について記載する。 
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６．障がい福祉計画におけるポイント及び成果目標（国基本指針・大阪府の基本的な考え方より） 

①第７期障がい福祉計画における成果目標 

項目 内容 

福祉施設の入所者の地域生活への移行 

（地域生活移行者数） 

施設入所者の地域生活移行者数を設定する。 

福祉施設の入所者の地域生活への移行 

（施設入所者の削減数） 

施設入所者の削減数を設定する。 

精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

（精神障がい者の精神病床から退院後１年以内の地域に

おける平均生活日数） 

退院後の在宅生活の日数を設定する。 

精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

（精神病床における１年以上長期入院患者数） 

１年以上の長期入院患者数を設定する。 

精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

（精神病床における早期退院率） 

精神病床における早期退院率を設定する。 

地域生活支援の充実 地域生活支援拠点整備にかかるコーディネーターの配置や支

援ネットワークの形成を進め、年１回以上の検証について設

定する。 

地域生活支援の充実 強度行動障がい者の支援ニーズの把握及び体制整備について

設定する。 

福祉施設から一般就労への移行等 

（就労移行支援事業所等を通じた一般就労への移行） 

就労移行支援事業所等を利用した一般就労への移行者数を設

定する。 

福祉施設から一般就労への移行等（一般就労後の定着支

援） 

就労定着支援の利用者数、定着率を設定する。 

就労継続支援（Ｂ型）事業所における工賃の平均額 

 

 

平均工賃額を設定する。 
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項目 内容 

相談支援体制の充実強化等 基幹相談支援センターの設置、連携強化体制の確保について

設定する。 

障がい福祉サービス等の質を向上させるための取組に係

る体制の構築 

審査支払に係る指導等の強化について設定する。 

 

②第３期障がい児福祉計画における成果目標 

項目 内容 

児童発達支援センターの設置及び保育所等訪問支援の充

実 

児童発達支援センターを設置について設定する。 

児童発達支援センターの設置及び保育所等訪問支援の充

実 

児童発達支援センター等を活用した障がい児の地域社会への

参加・法要を推進する体制について設定する。 

重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所・放課後

等デイサービス事業所の確保 

重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所・放課後等

デイサービス事業所の確保について設定する 

医療的ケア児等支援のための協議の場の設置、コーディネ

ーターの配置 

医療的ケア児に関する協議の場の設置について設定する。 

医療的ケア児コーディネーターの配置について設定する。 

 

７．本計画における本市の成果目標について 

国基本指針により成果目標及び活動指標は定められているものの、その内容は数値目標や協議の実施回数などであり、市

民の実際の生活を図ることができる目標ではない。 

そのため本市としての成果目標については、障がい者自身の生活状況や支援の状況、就労、社会参加などの個別の満足度、

生活全般を総合的に見た場合の満足度をもって成果目標とする。 
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第７期和泉市障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画策定にかかるアンケート調査について 

 

１．アンケート調査の目的 

 障がい者・障がい児が地域で自立した生活を送るためには、障がい福祉サービス等を充実させ、障が

い者等の生活基盤の整備を進めることが重要である。障がい者・障がい児の生活状況や必要とする支

援、サービスの利用意向、また、体制整備の方向性等を把握するため、アンケート調査を行うものである。 

 

〇障害者総合支援法【抜粋】 

（市町村障害福祉計画） 

第 88条  

５ 市町村は、当該市町村の区域における障害者等の心身の状況、その置かれている環境その他の事情

を正確に把握した上で、これらの事情を勘案して、市町村障害福祉計画を作成するよう努めるものと

する。 

〇児童福祉法【抜粋】 

第 33条の20 

５ 市町村は、当該市町村の区域における障害児の心身の状況、その置かれている環境その他の事情を

正確に把握した上で、これらの事情を勘案して、市町村障害児福祉計画を作成するよう努めるものと

する。 

 

２．アンケート調査の種類 

①障がい者（１８歳以上）向け市民アンケート調査 

②障がい児（１８歳未満）向け市民アンケート調査 

③障がい福祉サービス事業者向けアンケート調査 

④障がい児福祉サービス事業者向けアンケート調査 

 

３．アンケート調査の対象 

〇市民アンケート調査（郵送による配布） 

全数：約 2,500名 

①障がい者（１８歳以上）向け市民アンケート調査 

 合計数：1,865名 

（１）身体障がい者手帳所持者               620名 

（２）療育手帳所持者                     620名 

（３）精神障がい者保健福祉手帳所持者         620名 

（４）難病患者（障がい福祉サービスの難病対象者）    5 名 

②障がい児（１８歳未満）向け市民アンケート調査 

合計数：650名 

   （５）児童（通所給付利用者） 

   （６）児童（通所給付未利用の障がい者手帳所持者） 
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〇事業所アンケート（メール等による配布） 

③障がい福祉サービス事業者向けアンケート調査 

   法人単位で配布 

   ※法人として回答する共通項目と、サービスの分類として回答する個別項目を設定 

④障がい児福祉サービス事業者向けアンケート調査 

   事業者単位で配布 

 

４．スケジュール 

 7/4 和泉市障がい者施策推進協議会 

 7/4～ 必要に応じて修正等 

 7/25頃 発送 

 8/11 〆切 
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えいただくのは、どなたですか。（○は1つ） 

1 本
ほん

人
にん

 

2 家
か

族
ぞく

・親戚・介助者
かいじょしゃ

・施設
し せ つ

職 員
しょくいん

が、本
ほん

人
にん

の意見
い け ん

を確認
かくにん

して代
か

わりに記
き

入
にゅう

 

3 本
ほん

人
にん

の意見
い け ん

を確認
かくにん

しにくいため、家
か

族
ぞく

・介助者
かいじょしゃ

・施設
し せ つ

職 員
しょくいん

などが考
かんが

えて記
き

入
にゅう

 

4 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 

問
とい

２ あなたの年
ねん

齢
れい

をお答えください。（令
れい

和
わ

5年
ねん

7月
がつ

●日
たち

現
げん

在
ざい

） 

1 18歳
さい

未満
み ま ん

 3 30～39歳
さい

 5 50～59歳
さい

 7 65～74歳
さい

 

2 18～29歳
さい

 4 40～49歳
さい

 6 60～64歳
さい

 8 75歳
さい

以上
いじょう

 

 

問
とい

３ あなたの性別
せいべつ

をお答
こた

えください。 

１．男性
だんせい

  ２．女性
じょせい

  ３．答
こた

えたくない 

 

問
とい

４ あなたがお住
す

まいの地
ち

域
いき

（小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

）はどこですか。（○は1つ） 

1 国
こく

府
ふ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

2 和
わ

気
け

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

3 伯
はか

太
た

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 4 池
いけ

上
がみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 5 黒
くろ

鳥
どり

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 6 芦
あし

部
べ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

7 北
きた

池
いけ

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 8 いぶき野
の

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 9 南
みなみ

池
いけ

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

10 緑
みどり

ケ
が

丘
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

11 青
あお

葉
ば

はつが野
の

小学校
しょうがっこう

区
く

 

12 北
きた

松
まつ

尾
お

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

13 南
みなみ

松
まつ

尾
お

はつが野
の

学
がく

園
えん

校
こう

区
く

 

14 横
よこ

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

15 南
みなみ

横
よこ

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

16 幸
さいわい

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

17 信
しの

太
だ

小学校
しょうがっこう

区
く

 

18 鶴
つる

山
やま

台
だい

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

19 鶴
つる

山
やま

台
だい

南
みなみ

小学校
しょうがっこう

区
く

 

20 光
こう

明
みょう

台
だい

北
きた

小学校
しょうがっこう

区
く

 

21 光
こう

明
みょう

台
だい

南
みなみ

小学校
しょうがっこう

区
く

 

どの小
しょう

学
がっ

校
こ う

区
く

かわからない方
かた

は、お住
すま

いの町
ちょう

名
めい

を書
か

いてください。 

22 町名
ちょうめい

（ ） 

 

問
とい

５ あなたは障
しょう

がい支援
し え ん

区分
く ぶ ん

は受
う

けていますか。（○は1つ） 

1． 区分
く ぶ ん

１ 

4. 区分
く ぶ ん

４ 

7. 受
う

けていない  

２. 区分
く ぶ ん

２ 

5. 区分
く ぶ ん

５ 

 

３. 区分
く ぶ ん

３ 

6. 区分
く ぶ ん

６ 

 

 

 

 

 

 

市民
し み ん

アンケート（障
しょう

がい者
しゃ

） 資料４－５ 
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問
とい

６ あなたがお持
も

ちの手
て

帳
ちょう

の種
しゅ

類
るい

・等
とう

級
きゅう

（程
てい

度
ど

）は何
なん

ですか？ 

また、自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りょう

などを受
じゅ

給
きゅう

されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

７ 「身
しん

体
たい

障
しょう

がい者
しゃ

手
て

帳
ちょう

」をお持
も

ちの方
かた

におうかがいします。 

どのような障
しょう

がいをお持
も

ちですか。（あてはまるものすべてに○） 

1 視
し

覚
かく

障
しょう

がい 

2 聴
ちょう

覚
かく

・平
へい

衡
こう

機
き

能
のう

障
しょう

がい 

3 音
おん

声
せい

・言
げん

語
ご

・そしゃく機
き

能
のう

障
しょう

がい 

 

4 肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

 

5 内
ない

部
ぶ

障
しょう

がい（心臓
しんぞう

、じん臓
ぞう

、肝臓
かんぞう

、呼吸器
こきゅうき

、ぼう

こう、直 腸
ちょくちょう

、小 腸
しょうちょう

､ヒト免
めん

疫
えき

不
ふ

全
ぜん

ウイルスによ

る免疫
めんえき

の機能障
きのうしょう

がい） 

 

問
とい

８ 指定
し て い

難病
なんびょう

の認定
にんてい

を受
う

けている場合
ば あ い

、その関連障
かんれんしょう

がいをお答
こた

えください。 

 （あてはまるものすべてに○） 

1 視
し

覚
かく

障
しょう

がい 

2 聴
ちょう

覚
かく

・平
へい

衡
こう

機
き

能
のう

障
しょう

がい 

3 音
おん

声
せい

・言
げん

語
ご

・そしゃく機
き

能
のう

障
しょう

がい 

 

4 肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

 

5 内
ない

部
ぶ

障
しょう

がい（心臓
しんぞう

、じん臓
ぞう

、肝臓
かんぞう

、呼吸器
こきゅうき

、ぼう

こう、直 腸
ちょくちょう

、小 腸
しょうちょう

､ヒト免
めん

疫
えき

不
ふ

全
ぜん

ウイルスによ

る免疫
めんえき

の機能障
きのうしょう

がい） 

 

問
とい

９ 医
い

師
し

から発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいと診
しん

断
だん

されたり、その疑
うたが

いがあると言
い

われましたか。 

1 はい 2 いいえ 

 

 

 

 

 

1 身
しん

体
たい

障
しょう

がい者
しゃ

手
て

帳
ちょう

 

 

 

 

2 療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

 

 

 

3 精
せい

神
しん

障
しょう

がい者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

 

 

4 自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りょう

（精
せい

神
しん

通
つう

院
いん

）を受
じゅ

給
きゅう

 

5 特
とく

定
てい

医
い

療
りょう

費
ひ

（指
し

定
てい

難
なん

病
びょう

）受給者証
じゅきゅうしゃしょう

 

1 Ａ  2 Ｂ１  3 Ｂ２ 

 

 
1 １級

きゅう

  2 ２級
きゅう

  3 ３級
きゅう

 

1 １級
きゅう

  2 ２級
きゅう

  3 ３級
きゅう

   

4 ４級
きゅう

  5 ５級
きゅう

  6 ６級
きゅう
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問
とい

10 医
い

師
し

から高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

がいと診
しん

断
だん

されたり、その疑
うたが

いがあると言
い

われましたか。 

※高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

とは、一般
いっぱん

に、外傷性
がいしょうせい

脳
のう

損傷
そんしょう

、脳
のう

血管
けっかん

障害
しょうがい

等
とう

により脳
のう

に損傷
そんしょう

を受
う

け

その後
あと

後遺症
こういしょう

等
とう

として生
しょう

じた記憶
き お く

障害
しょうがい

、注意
ちゅうい

障害
しょうがい

、社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障害
しょうがい

、失語
し つ ご

などの認知
ち

障害
しょうがい

等
とう

を指
さ

すものとされており、具体的
ぐたいてき

には「会話
か い わ

がうまくかみ合
あ

わない」等
とう

の症 状
しょうじょう

が

あります。 

1 はい 2 いいえ 

 

問
とい

11 あなたは、次
つぎ

のような医
い

療
りょう

的
てき

ケアを受
う

けていますか。（あてはまるものすべてに○） 
 

1 気管
き か ん

切開
せっかい

の処
しょ

置
ち

 

2 人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

（レスピレーター） 

3 吸 入
きゅうにゅう

 

4 たん吸引
きゅういん

 

5 酸素
さ ん そ

療法
りょうほう

 

6 経
けい

管
かん

栄
えい

養
よう

（胃
い

ろう・腸
ちょう

ろうなど） 

7 鼻腔経管栄養
びこうけいかんえいよう

 

8 中心静脈栄養
ちゅうしんじょうみゃくえいよう

法
ほう

（ I
あい

V
ぶい

H
えっち

） 

9 自己注射
じこちゅうしゃ

 

10 導
どう

尿
にょう

 

11 透析
とうせき

 

12 カテーテル留置
りゅうち

 

13 ストマ 

14 床
とこ

ずれ（じょく瘡
そう

）の処置
し ょ ち

 

15 服薬管理
ふくやくかんり

 

16 その他
た

 

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

17 医
い

療
りょう

的
てき

ケアは受
う

けていない 

 

【住
す

まいや暮
く

らしについて】 

問
とい

12 あなたは、現
げん

在
ざい

どのようなところで暮
く

らしていますか。（○は1つ） 

1 自
じ

宅
たく

（戸建
こ だ

て、マンション、団
だん

地
ち

、アパートなど） 

2 グループホーム 

3 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

） 

 4 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（高齢者
こうれいしゃ

施設
し せ つ

） 

 5  福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（児童
じ ど う

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

） 

 6 病
びょう

院
いん

（精神科
せいしんか

病院
びょういん

） 

 7 病 院
びょういん

（精神科
せいしんか

病院
びょういん

除
のぞ

く） 

 8 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 

問
とい

12－1 どなたと一
いっ

緒
しょ

にお住
す

まいですか。障
しょう

がいのある本
ほん

人
にん

からみた関
かん

係
けい

でお答
こた

えく

ださい。（あてはまるものすべてに○） 

1 夫
おっと

または妻
つま

 

2 親
おや

 

3 祖
そ

父
ふ

母
ぼ

 

4 子
こ

ども 

5 孫
まご

 

6 兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

 

7 その他
た

の親
しん

せき 

8 自分
じ ぶ ん

ひとり 

9 友
とも

だちとグループで 

10 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 
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問
とい

13 あなたの収 入
しゅうにゅう

状況についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

1 就 労
しゅうろう

による収 入
しゅうにゅう

 

2 利子
り し

・配当
はいとう

収 入
しゅうにゅう

 

3 不動産
ふどうさん

収 入
しゅうにゅう

 

4 事業
じぎょう

収 入
しゅうにゅう

 

5 福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

による工賃
こうちん

 

6 障
しょう

がい年金
ねんきん

 

7 障
しょう

がい年金
ねんきん

以外
い が い

の年金
ねんきん

（厚生
こうせい

年金
ねんきん

等
とう

） 

8 手当
て あ て

（特別
とくべつ

障
しょう

がい者
しゃ

手当
て あ て

など） 

9 生活
せいかつ

保護
ほ ご

 

10 その他
た

収 入
しゅうにゅう

 

（                    ） 

 

 

問
とい

14 あなたの世帯
せ た い

の収 入
しゅうにゅう

状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。（あてはまるものすべてに○） 

1 就 労
しゅうろう

による収 入
しゅうにゅう

 

2 利子
り し

・配当
はいとう

収 入
しゅうにゅう

 

3 不動産
ふどうさん

収 入
しゅうにゅう

 

4 事業
じぎょう

収 入
しゅうにゅう

 

5 福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

による工賃
こうちん

 

6 障
しょう

がい年金
ねんきん

 

7 障
しょう

がい年金
ねんきん

以外
い が い

の年金
ねんきん

（厚生
こうせい

年金
ねんきん

等
とう

） 

8 手当
て あ て

（特別
とくべつ

障
しょう

がい者
しゃ

手当
て あ て

など） 

9 生活
せいかつ

保護
ほ ご

 

10 その他
た

収 入
しゅうにゅう

 

（                    ） 

 

 

問
とい

15 日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

で、次
つぎ

の支援
し え ん

が必要
ひつよう

ですか。①から⑬の項目
こうもく

についてお答
こた

えください。 

（「１．不要
ふ よ う

」「２．一部
い ち ぶ

必要
ひつよう

」「３．不要
ふ よ う

」のいずれかに○） 

項目
こうもく

 不要
ふ よ う

 一部
い ち ぶ

必要
ひつよう

 必要
ひつよう

 

① 食事
しょくじ

をする 1 2 3 

② トイレをする 1 2 3 

③ 入浴
にゅうよく

する 1 2 3 

④ 衣服
い ふ く

の着脱
ちゃくだつ

をする 1 2 3 

⑤ 身
み

だしなみを整
ととの

える 1 2 3 

⑥ 家
いえ

の中
なか

を移動
い ど う

する 1 2 3 

⑦ 外出
がいしゅつ

する 1 2 3 

⑧ 家族
か ぞ く

以外
い が い

の人
ひと

とコミュニケーションをする 1 2 3 

⑨ お金
かね

の管理
か ん り

をする 1 2 3 

⑩ 薬
くすり

の管理
か ん り

をする 1 2 3 

⑪ 掃除
そ う じ

する 1 2 3 

⑫ 洗濯
せんたく

をする 1 2 3 

⑬ 食事
しょくじ

をつくる 1 2 3 
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問
とい

16 あなたを主
おも

に介
かい

助
じょ

してくださるのはどなたですか。 

障
しょう

がいのある本
ほん

人
にん

からみた関
かん

係
けい

でお答
こた

えください。（○は1つ） 

1 親 

2 夫
おっと

または妻
つま

 

3 子
こ

ども、またはその夫
おっと

または妻
つま

 

4 その他
た

の家
か

族
ぞく

・親
しん

せき 

5 ホームヘルパーなどのサービス事業者
じぎょうしゃ

 

6 その他
た

 

具
ぐ

体
たい

的
てき

に： 

  

7 介助を必要としていない 

 

≪問
とい

16－1～問
とい

16－4は、家
か

庭
てい

内
ない

の主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

の方
かた

お一人にお聞
き

きします。≫ 

問
とい

16－1 主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

の年
ねん

齢
れい

をお答
こた

えください。（○は1つ） 

1 １５歳
さい

未満 

2 15～17歳
さい

 

3 18～２9歳
さい

 

4 ３0～64歳
さい

 

5 65～74歳
さい

 

6 75歳
さい

以
い

上
じょう

 
 

問
とい

16－2 主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

の方
かた

の健康
けんこう

状態
じょうたい

をお答
こた

えください。（○は1つ） 

1 よい 

2 ふつう 

3 よくない 
 

問
とい

16－3 主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

の方
かた

が、病
びょう

気
き

や用
よう

事
じ

などで一
いち

時
じ

的
てき

に介
かい

助
じょ

・支
し

援
えん

できない時
とき

、 

どうされていますか。（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○） 

1 他
ほか

の家族
か ぞ く

が介
かい

助
じょ

・支
し

援
えん

している 

2 近
きん

所
じょ

の人
ひと

や友
ゆう

人
じん

などに頼
たの

んでいる 

3 ボランティアなどに来
き

てもらっている 

 4 短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

（ショートステイ）や日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

（日
ひ

帰
がえ

りショート）を利
り

用
よう

している 

 5 訪
ほう

問
もん

系
けい

サービスの事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に頼
たの

んでいる 

 6 その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に： ） 

7 誰
だれ

にも頼
たの

まず、自
じ

分
ぶん

でできる範
はん

囲
い

のことをしている 
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問
とい

16－4 主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

の方
かた

は、介
かい

助
じょ

をする上
うえ

で何
なに

か悩
なや

みごとや心
しん

配
ぱい

ごとがありますか。 

（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○、そのうち主
おも

なもの一つに◎印
じるし

を（ ）に記入
きにゅう

） 
 

（ ） 1 介
かい

助
じょ

の指
し

導
どう

をしたり、相
そう

談
だん

にのってくれる人
ひと

がいない 

（ ） 2 腰
よう

痛
つう

など身
しん

体
たい

的
てき

負
ふ

担
たん

がある 

（ ） 3 気
き

を抜
ぬ

けないなど、精
せい

神
しん

的
てき

な負
ふ

担
たん

がある 

 （ ） 4 家
か

事
じ

やほかの家
か

族
ぞく

の世
せ

話
わ

が十
じゅう

分
ぶん

にできない 

 （ ） 5 近
きん

所
じょ

づきあいや親
しん

せきづきあいが十
じゅう

分
ぶん

にできない 

 （ ） 6 自
じ

分
ぶん

の時
じ

間
かん

が十
じゅう

分
ぶん

にもてない 

（ ） 7 もっと障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスなどを利
り

用
よう

してほしい 

（ ） 8 健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

がよくないが、病
びょう

院
いん

に行
い

く時
じ

間
かん

がない 

（ ） 9 経
けい

済
ざい

的
てき

な負
ふ

担
たん

が大
おお

きい 

（ ）10 将
しょう

来
らい

、経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

の増加
ぞ う か

に耐
た

えられるか不安
ふ あ ん

である 

（ ）11 将
しょう

来
らい

、介助者
かいじょしゃ

が高齢化
こうれいか

したり、亡
な

くなった後
あと

のことが不安
ふ あ ん

である 

（ ）12 病
びょう

気
き

や用
よう

事
じ

などの時
とき

に、助
たす

けてくれる人
ひと

がいない 

（ ）13 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に： ） 

（ ）14 とくにない 
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問
とい

17 あなたは、困
こま

ったことや心配
しんぱい

に思
おも

っていることを誰
だれ

に相談
そうだん

しますか。また、生
せい

活
かつ

や福
ふく

祉
し

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

は、誰
だれ

から入
にゅう

手
しゅ

していますか。 

（相
そう

談
だん

先
さき

、情報
じょうほう

の入
にゅう

手先
しゅさき

について、それぞれにあてはまるものすべてに○） 
 

 問
とい

18－1

相
そう

談
だん

先
さき

 

 
問
とい

18－2 

情報
じょうほう

の

入
にゅう

手先
しゅさき

 

① 家
か

族
ぞく

 1  1 

② 親
しん

せき 2  2 

③ 友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

、近
きん

所
じょ

の人
ひと

 3  3 

④ 病
びょう

院
いん

の主
しゅ

治
じ

医
い

・看
かん

護
ご

師
し

・相
そう

談
だん

員
いん

 4  4 

⑤ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の相談員
そうだんいん

 5  5 

⑥ 福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

・福
ふく

祉
し

サービス事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の人 6  6 

⑦ 市
し

の窓
まど

口
ぐち

（障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

など） 7  7 

⑧ 障
しょう

がい者
しゃ

基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

センター・障
しょう

がい者
しゃ

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

センター 8  8 

⑨ 大阪府
おおさかふ

和泉
い ず み

保健所
ほけんじょ

 9  9 

⑩ 障
しょう

がい者
しゃ

団
だん

体
たい

、障
しょう

がい者
しゃ

相
そう

談
だん

員
いん

 10  10 

⑪ 民
みん

生
せい

委
い

員
いん

・児
じ

童
どう

委
い

員
いん

 11  11 

⑫ 学校
がっこう

の先生
せんせい

 12  12 

⑬ その他
た

 13  13 

（相
そう

談
だん

相
あい

手
て

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）  

（情
じょう

報
ほう

入
にゅう

手
しゅ

先
さき

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）  

⑭ 誰
だれ

・どこにも相
そう

談
だん

しない 14    

（その理
り

由
ゆう

を簡
かん

潔
けつ

に： ）  

⑮ 情
じょう

報
ほう

を得
え

ていない、必
ひつ

要
よう

としていない   15 

 

問
とい

18 あなたは、地
ち

域
いき

・近所
きんじょ

でどのようなお付
つ

き合
あ

いをしていますか。 

（あてはまるもの3つ以内に○） 

1 地
ち

域
いき

の行
ぎょう

事
じ

などに積極的
せっきょくてき

に参
さん

加
か

している 

2 用
よう

事
じ

（買
か

い物
もの

や掃
そう

除
じ

など）を頼
たの

める程
てい

度
ど

の付
つ

き合
あ

いがある 

3 見
み

守
まも

りや声
こえ

かけなどをしてくれる人
ひと

がいる 

 4 困
こま

った時
とき

（病
びょう

院
いん

への付
つ

き添
そ

いなど）に助
たす

けてくれる人
ひと

がいる 

 5 あいさつや世
せ

間
けん

話
ばなし

をする 

 6 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

7 付
つ

き合
あ

いはあまりない 
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問
とい

18－1 問
とい

18で「７ 付
つ

き合
あ

いはあまりない」を選
えら

んだ方
かた

におうかがいます。 

付
つ

き合
あ

いはあまりない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○） 

1 仕事
し ご と

などで家
いえ

をあけることが多
おお

く、知
し

りあう機会
き か い

がない 

2 近所
きんじょ

づきあいはわずらわしいので避
さ

けている 

3 近所
きんじょ

づきあいはしたいが、つい消 極 的
しょうきょくてき

になってしまう 

4 近所
きんじょ

づきあいはしたいが、仲間
な か ま

に入れてもらえない 

5 ふだん留守
る す

の家
いえ

が多いなど、そもそも近所
きんじょ

づきあいのほとんどないところである 

6 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に：                 ） 

 

問
とい

18－2 問
とい

18で「７ 付
つ

き合
あ

いはあまりない」を選
えら

んだ方
かた

におうかがいます。 

あなたは、今後
こ ん ご

近所
きんじょ

付
つ

き合
あ

いが必要
ひつよう

だと感
かん

じていますか。（○は1つ） 
 

1 感
かん

じている 

2 感
かん

じていない 

3 どちらでもない 

 

問
とい

19 あなたは地域
ち い き

での関
かか

わりや支
ささ

え合
あ

いが活発
かっぱつ

になるためには、どのようなことが大切
たいせつ

だとおもいますか。（あてはまるもの5つ以内
い な い

に○） 
 

1 住 民
じゅうみん

同士
ど う し

が、今
いま

以上
いじょう

に助
たす

け合
あ

える関係
かんけい

をつくる 

2 あいさつができる程度
て い ど

の顔見知
か お み し

りの関係
かんけい

を広げる 

3 新築
しんちく

マンションの入居者
にゅうきょしゃ

など、新
あら

たに住
す

む人
ひと

との関係
かんけい

づくりを強化
きょうか

する 

4 地域
ち い き

の町会
ちょうかい

・自治会
じ ち か い

や子
こ

ども会
かい

、老人
ろうじん

クラブなどの活動
かつどう

をもっと活発
かっぱつ

にしていく 

5 障
しょう

がい施設
し せ つ

などとの交流
こうりゅう

やつながりを深
ふか

める 

6 幼稚園
ようちえん

・小中学校
しょうちゅうがっこう

と住民
じゅうみん

の交流
こうりゅう

やつながりを深
ふか

める 

7 地元
じ も と

の商
しょう

業者
ぎょうしゃ

など、事
じ

業者
ぎょうしゃ

と住民
じゅうみん

のつながりをもっと深
ふか

める 

8 活動
かつどう

の周知
しゅうち

や広報
こうほう

を充実
じゅうじつ

させる 

9 既存
き そ ん

の活動
かつどう

以外
い が い

にも、交流
こうりゅう

の機会
き か い

となる地域
ち い き

の行事
ぎょうじ

をもっと増
ふ

やす 

10 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に：                             ） 
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問
とい

20 あなたの現
げん

在
ざい

の生
せい

活
かつ

について5段
だん

階
かい

で評
ひょう

価
か

してください。（それぞれ1つに○） 

 と
て
も 

よ
い
／
満ま

ん

足ぞ
く 

よ
い
／
満ま

ん

足ぞ
く 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

わ
る
い
／
不ふ

満ま
ん 

と
て
も 

わ
る
い
／
不ふ

満ま
ん 

① 身
み

のまわりの介
かい

助
じょ

や支
し

援
えん

 1 2 3 4 5 

② あなたの健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

 1 2 3 4 5 

③ 家
か

族
ぞく

など介
かい

助
じょ

者
しゃ

の健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

 1 2 3 4 5 

④ 学
がっ

校
こう

や職
しょく

場
ば

の環
かん

境
きょう

 1 2 3 4 5 

⑤ 地域
ち い き

の人
ひと

との関
かん

係
けい

 1 2 3 4 5 

⑥ 趣
しゅ

味
み

や生
い

きがい 1 2 3 4 5 

⑦ 必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

の入
にゅう

手
しゅ

 1 2 3 4 5 

⑧ 収
しゅう

入
にゅう

や働
はたら

きがい 1 2 3 4 5 

⑨ 保
ほ

健
けん

・福
ふく

祉
し

・医
い

療
りょう

サービス 1 2 3 4 5 

⑩ 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

を総合的
そうごうてき

にみた評価
ひょうか

 1 2 3 4 5 

 

問
とい

21 あなたは、今
こん

後
ご

３年
ねん

以内
い な い

でどのようなところで暮
く

らしたいですか。（○は1つ） 

1 自
じ

宅
たく

（戸建
こ だ

て、マンション、団
だん

地
ち

、アパートなど） 

2 グループホーム 

3 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

） 

 4 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（高齢者
こうれいしゃ

施設
し せ つ

） 

 5  福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（児童
じ ど う

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

） 

 6 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 

問
とい

21－1 誰
だれ

と一緒
いっしょ

に暮
く

らしたいですか。（○は1つ） 

1 一人
ひ と り

で暮
ぐ

らしたい 

2 配偶者
はいぐうしゃ

またはパートナー
ぱ ー と な ー

、子ども
こ ど も

と一緒
いっしょ

に暮らしたい
く ら し た い

 

3 親
おや

や祖父母
そ ふ ぼ

、兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

と一緒
いっしょ

に暮らしたい
く ら し た い

 

 4 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

5 わからない 
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問
とい

22 あなたは将
しょう

来
らい

のことでどんな不
ふ

安
あん

がありますか。 

（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○） 

1 一
いっ

緒
しょ

に暮
く

らす人
ひと

が、高
こう

齢
れい

になること、病気になること、亡くなること 

2 病
びょう

気
き

などになった時
とき

のこと 

3 身
み

のまわりの世
せ

話
わ

や介
かい

護
ご

をしてくれる人
ひと

のこと 

 4 住
す

む場
ば

所
しょ

に関
かん

すること 

 5 就
しゅう

職
しょく

や仕
し

事
ごと

に関
かん

すること 

 6 年
ねん

金
きん

や給
きゅう

料
りょう

などの経
けい

済
ざい

的
てき

なこと 

7 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

8 わからない 

9 とくに不
ふ

安
あん

はない 

 

問
とい

23 あなたが希望
き ぼ う

する暮
く

らしを実現
じつげん

するために必
ひつ

要
よう

なことは何
なん

ですか。 

（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○、そのうち主
おも

なもの一つに◎印
じるし

を（ ）に記入
きにゅう

） 

（ ）1 入
にゅう

居
きょ

できるグループホーム・入所施設が多
おお

くあること 

（ ）2 希望
き ぼ う

する暮
く

らしを体
たい

験
けん

・練習
れんしゅう

できること 

（ ）3 日常生活
にちじょうせいかつ

の介助
かいじょ

や支援
し え ん

が充実
じゅうじつ

していること 

（ ）4 お金
かね

の管
かん

理
り

や生
せい

活
かつ

上
じょう

の法的手続
ほうてきてつづ

きなどを代
だい

行
こう

してくれる人
ひと

がいること 

（ ）5 同
おな

じ障
しょう

がいがある人
ひと

との交流
こうりゅう

や相談
そうだん

ができるところがあること 

（ ）6 病
びょう

気
き

の時
とき

などに看
かん

病
びょう

してくれる人
ひと

がいること 

（ ）7 電
でん

車
しゃ

やバスなどをひとりで利
り

用
よう

（乗
じょう

車
しゃ

）できること 

（ ）8 経済的
けいざいてき

な自立
じ り つ

のための就労
しゅうろう

 

（ ）9 在宅
ざいたく

で医療的
いりょうてき

なケアなどが適切
てきせつ

に得
え

られること 

（ ）10 地域
ち い き

住民
じゅうみん

等
とう

の理解
り か い

 

（ ）11 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

（ ）12 とくに必要
ひつよう

なものはない 

 

【外出
がいしゅつ

や日中
にっちゅう

の活動
かつどう

について】 

問
とい

24 あなたは、1週間
しゅうかん

にどの程度
て い ど

外出
がいしゅつ

しますか。（○は1つ） 

1 毎日
まいにち

外出
がいしゅつ

する 

2 1週間
しゅうかん

に数回
すうかい

外出
がいしゅつ

する 

3 めったに外出
がいしゅつ

しない 

4 まったく外出
がいしゅつ

しない 
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問
とい

25 あなたは、どのような目的
もくてき

で外出
がいしゅつ

することが多
おお

いですか。 

（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○） 

1 通勤
つうきん

・通学
つうがく

 

2 通所
つうしょ

 

3 訓練
くんれん

やリハビリ
り は び り

に行
い

く 

4 医療
いりょう

機関
き か ん

への受診
じゅしん

 

5 買い物
か い も の

に行く
い く

 

6 友人
ゆうじん

や知人
ち じ ん

に会
あ

う 

7 趣味
し ゅ み

やスポーツをする 

8 グループ活動
どう

に参加
さ ん か

する 

9 散歩
さ ん ぽ

に行
い

く 

10 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に：                          ） 

 

問
とい

26 あなたが、外
がい

出
しゅつ

時
じ

に困
こま

っていることは何
なん

ですか。 

（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○） 

1 車
くるま

の通
つう

行
こう

時
じ

などに危
き

険
けん

を感
かん

じること 

2 道
どう

路
ろ

の段
だん

差
さ

や自
じ

転
てん

車
しゃ

の駐
ちゅう

輪
りん

、看
かん

板
ばん

などで歩
ほ

道
どう

が通
とお

りにくいこと 

3 電
でん

車
しゃ

やバスの乗
の

り降
お

りがしにくいこと 

 4 障
しょう

がい者
しゃ

用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

スペースがない・使
つか

えないこと 

 5 障
しょう

がい者
しゃ

用
よう

トイレが少
すく

ないこと 

 6 設
せつ

備
び

が障
しょう

がいに配
はい

慮
りょ

されていないこと 

7 交
こう

通
つう

機
き

関
かん

や建
たて

物
もの

などの案
あん

内
ない

が少
すく

ない・わかりにくいこと 

8 付
つ

き添
そ

いや介
かい

助
じょ

してくれる人
ひと

がいないこと 

9 人
ひと

の見
み

る目
め

や言
こと

葉
ば

が気
き

になること 

10 人
ひと

との会
かい

話
わ

やコミュニケーションが難
むずか

しいこと 

11 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

12 わからない 

13 とくに困
こま

っていることはない 
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問
とい

27 あなたは、普
ふ

段
だん

、昼
ひる

間
ま

はどのようにして過
す

ごしていますか。 

また、今
こん

後
ご

３年
３ ね ん

以内
い な い

でどのように過
す

ごしたいですか。 

（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○） 

問
とい

27－1 現在
げんざい

の過
す

ごし方
かた

 
 

問
とい

27－2 今
こん

後
ご

３年
ねん

以内
い な い

で希望
き ぼ う

する過
す

ごし方
かた

 

1 学校
がっこう

などに通
かよ

う 

2 働
はたら

く（就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

などの作
さ

業
ぎょう

所
しょ

含
ふく

む） 

3 通
つう

所
しょ

施
し

設
せつ

（生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

などを含
ふく

む）に通
かよ

う 

 4 病
びょう

気
き

・障
しょう

がいなどの治
ち

療
りょう

・リハビリ 

 5 自
じ

宅
たく

で過
す

ごす 

 6 地
ち

域
いき

の人
ひと

や友
とも

だちと交
こう

流
りゅう

する 

7 スポーツをする 

8 自
じ

分
ぶん

のものを買
か

いに出
で

かける 

9 文
ぶん

化
か

的
てき

な活
かつ

動
どう

や趣
しゅ

味
み

などで出
で

かける 

10 入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

・病
びょう

院
いん

などで過
す

ごす 

11 ほとんど外出
がいしゅつ

や交流
こうりゅう

などはない 

12 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 
1 学校

がっこう

などに通
かよ

う 

2 働
はたら

く（就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

などの作
さ

業
ぎょう

所
しょ

含
ふく

む） 

3 通所施設
つうしょしせつ

（生活介護
せいかつかいご

などを含
ふく

む）に通
かよ

う 

 4 病気
びょうき

・障
しょう

がいなどの治療
ちりょう

・リハビリ 

 5 自
じ

宅
たく

で過
す

ごす 

 6 地
ち

域
いき

の人
ひと

や友
とも

だちと交
こう

流
りゅう

する 

7 スポーツをする 

8 自
じ

分
ぶん

のものを買
か

いに出
で

かける 

9 文
ぶん

化
か

的
てき

な活
かつ

動
どう

や趣
しゅ

味
み

などで出
で

かける 

10 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

・病院
びょういん

などで過
す

ごす 

11 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 

【仕事
し ご と

について】 

問
とい

28 あなたは現
げん

在
ざい

、次
つぎ

のような仕
し

事
ごと

をされていますか。（○は1つ） 

1 会
かい

社
しゃ

や団体
だんたい

の正
せい

規
き

の職
しょく

員
いん

 

2 パート、アルバイト、臨時雇
りんじやと

いなど 

3 自
じ

営
えい

業
ぎょう

 

4 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

などでの 

 5 作業
さぎょう

家
か

業
ぎょう

の手
て

伝
つだ

い、内職
ないしょく

、在宅就労
ざいたくしゅうろう

 

 6 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 7 仕事
し ご と

はしていない 

 

問
とい

28－1 今
いま

の仕
し

事
ごと

を始
はじ

めてからどれくらいですか。（○は1つ） 

1 1年
ねん

未
み

満
まん

 

2 1年
ねん

～3年
ねん

未
み

満
まん

 

3 3年
ねん

～5年
ねん

未
み

満
まん

 

4 5年
ねん

～10年
ねん

未
み

満
まん

 

5 10年
ねん

以
い

上
じょう

 

  

問
とい

29へ 
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問
とい

28－2 現
げん

在
ざい

の仕
し

事
ごと

はどのようにして見
み

つけられましたか？（○は1つ） 

1 障
しょう

がい者
しゃ

就労
しゅうろう

支援
しえん

センター 

2 公
こう

共
きょう

職
しょく

業
ぎょう

安
あん

定
てい

所
しょ

（ハローワーク） 

3 障
しょう

害
がい

者
しゃ

就
しゅう

業
ぎょう

・生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

センター 

4 市
し

役
やく

所
しょ

など行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

 

5 就
しゅう

労
ろう

移
い

行
こう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

など 

6 学
がっ

校
こう

・職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

施
し

設
せつ

など 

7 知
ち

人
じん

の紹
しょう

介
かい

や縁
えん

故
こ

関
かん

係
けい

 

 

8 自
じ

分
ぶん

や家
か

族
ぞく

で探
さが

した 

（インターネットや情
じょう

報
ほう

誌
し

など） 

9 障
しょう

がいや病
びょう

気
き

になる前
まえ

から働
はたら

いていた 

10 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の相談員
そうだんいん

 

11 その他
た

 

具
ぐ

体
たい

的
てき

に： 

  

 
 

問
とい

28－3 現
げん

在
ざい

の仕
し

事
ごと

での不
ふ

満
まん

や困
こま

っていることは何
なん

ですか。 

（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○） 

1 給
きゅう

料
りょう

・工
こう

賃
ちん

が少
すく

ない 

2 働
はたら

く時
じ

間
かん

が長
なが

い 

3 からだの調
ちょう

子
し

が悪
わる

くなった 

4 職
しょく

場
ば

の環
かん

境
きょう

が整
ととの

っていない 

5 仕
し

事
ごと

先
さき

に行
い

きにくい 

6 仕
し

事
ごと

について教
おし

えてくれる人
ひと

がいない 

7 困
こま

った時
とき

に相
そう

談
だん

する人
ひと

がいない 

8 仕
し

事
ごと

の面
めん

で認
みと

めてもらえない 

9 人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

がうまくいかない 

10 自
じ

分
ぶん

の能
のう

力
りょく

・適
てき

性
せい

が仕
し

事
ごと

と合
あ

わない 

11 仕
し

事
ごと

にやりがいが感
かん

じられない 

12 障
しょう

がい者
しゃ

や難
なん

病
びょう

の人
ひと

の就
しゅう

労
ろう

に関
かん

する理
り

解
かい

が乏
とぼ

しい 

13 その他
た

 

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

14 とくに不
ふ

満
まん

や困
こま

っていることはない 

 

問
とい

29 あなたは、今
こん

後
ご

、３年以内で仕
し

事
ごと

についてどうしたいですか｡（○は1つ） 

1 現
げん

在
ざい

の仕
し

事
ごと

を続
つづ

けたい 

2 会
かい

社
しゃ

などに正
せい

職
しょく

員
いん

として勤
つと

めたい 

3 会
かい

社
しゃ

などにパートやアルバイトで勤
つと

めたい 

 4 自
じ

営
えい

業
ぎょう

や家
か

業
ぎょう

につきたい 

 5 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービス事
じ

業
ぎょう

所
しょ

などでの作
さ

業
ぎょう

に通
かよ

いたい 

 6 仕
し

事
ごと

ではなく、家
か

事
じ

や子
こ

育
そだ

てをしたい 

7 仕
し

事
ごと

ではなく、芸
げい

術
じゅつ

などの創
そう

作
さく

的
てき

な活
かつ

動
どう

をしたい 

8 仕
し

事
ごと

につきたいとは思
おも

わない（その理
り

由
ゆう

： ） 

9 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

10 わからない 
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問
とい

30 あなたは、働
はたら

くことや、長
なが

く働
はたら

き続
つづ

けるために何
なに

が必要
ひつよう

ですか。 

（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○、そのうち主
おも

なもの一つに◎印
じるし

を（ ）に記入
きにゅう

） 

（ ）1 賃
ちん

金
ぎん

が納
なっ

得
とく

できること 

（ ）2 勤
きん

務
む

時
じ

間
かん

が長
なが

くないこと 

（ ）3 通
つう

院
いん

可
か

能
のう

など健
けん

康
こう

上
じょう

の保
ほ

障
しょう

があること 

（ ）4 自
じ

分
ぶん

の障
しょう

がいや病
びょう

気
き

にあった仕
し

事
ごと

であること 

（ ）5 障
しょう

がいや病
びょう

気
き

に応
おう

じた設
せつ

備
び

や環
かん

境
きょう

が整
ととの

っていること 

（ ）6 自
じ

宅
たく

でできる仕
し

事
ごと

であること 

（ ）7 職
しょく

場
ば

が近
ちか

く通
かよ

いやすいこと 

（ ）8 通
つう

勤
きん

の手
しゅ

段
だん

や方
ほう

法
ほう

が確
かく

保
ほ

できること 

（ ）9 勤
きん

務
む

中
ちゅう

もヘルパーなどの身
しん

体
たい

的
てき

支
し

援
えん

を受
う

けられること 

（ ）10 ジョブコーチなどの支
し

援
えん

者
しゃ

や困
こま

った時
とき

に相
そう

談
だん

できる人
ひと

がいること 

（ ）11 障
しょう

がいや病
びょう

気
き

に理
り

解
かい

のある人
ひと

が周
まわ

りにいること 

（ ）12 仕
し

事
ごと

の面
めん

で認
みと

めてもらえること 

（ ）13 人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

がうまくいくこと 

（ ）14 仕
し

事
ごと

にやりがいが感
かん

じられること 

（ ）15 重度
じゅうど

の障
しょう

がいがあっても、希望
き ぼ う

する就労
しゅうろう

や起業
きぎょう

をサポートしてくれること 

（ ）16 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

（ ）17 とくに必
ひつ

要
よう

なことはない 

 

【高校
こうこう

卒業後
そつぎょうご

について】 

問
とい

31 こどもから大人になり、利用
り よ う

できる制度
せ い ど

が変
か

わったことで困
こま

りごとがありました

か。（あてはまるもの3つ以内
い な い

に○） 

1 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスと就労
しゅうろう

系
けい

サービス・生活
せいかつ

介護
か い ご

の利用
り よ う

時間
じ か ん

の違
ちが

いにより、

生活
せいかつ

リズムが崩
くず

れたり、家族
か ぞ く

の支援
し え ん

がより必要
ひつよう

になった 

2 放課後
ほ う か ご

等
など

デイサービスと就労
しゅうろう

系
けい

サービスの支援
えん

内容
ないよう

の違
ちが

いにより、慣
な

れるまで

負担
ふ た ん

が大
おお

きかった 

3 受
う

けられる支援
し え ん

が少なくなった（具体的
ぐたいてき

に： 

  4 利用
り よ う

できる事業所
じぎょうしょ

が少
すく

なくなった、事業所
じぎょうしょ

が見
み

つからない 

  5 経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

が増
ふ

えた 

  6 就 労
しゅうろう

や学校
がっこう

に結
むす

びつかず、日中
にっちゅう

の居場所
い ば し ょ

に困
こま

った 

  7 制度
せ い ど

がわかりにくい 

  8 支援者
しえんしゃ

が変
か

わったため、関係
かんけい

づくりに困
こま

った 

  9 支援者
しえんしゃ

が変
か

わったため、自身
じ し ん

のことを知
し

ってもらうのに時間
じ か ん

がかかった 

 10 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 
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【障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

について】 

 

問
とい

32 過去
か こ

1年
ねん

間
かん

程
てい

度
ど

の中
なか

で障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスなどを利
り

用
よう

していますか。（○は1つ） 

1 福
ふく

祉
し

サービスなどを利
り

用
よう

している→問
とい

32－1へ 

2 以前
い ぜ ん

は利用
り よ う

していたが、過去
か こ

１年間
ねんかん

程度
て い ど

の中
なか

では利用
り よ う

していない 

3 一度
い ち ど

もサービスを利用
り よ う

していない 

 

問
とい

32－1 過
か

去
こ

1年
ねん

間
かん

であなたが利
り

用
よう

したサービス・事業
じぎょう

（１～22）は何
なん

ですか。（あてはま

るものすべてに○）また、利
り

用
よう

しているサービス・事業
じぎょう

の満
まん

足
ぞく

度
ど

（１～３）を選んでくだ

さい。 
 

 

① 利
り

用
よう

しているサービス 

 
② 満

まん

足
ぞく

度
ど

 

 

満
足

ま
ん
ぞ
く 

ふ
つ
う 

不
満

ふ
ま
ん 

障
し
ょ
う

が
い
福ふ

く

祉し

サ
ー
ビ
ス 

１ 居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

（ホームヘルプ）  １ ２ ３ 

２ 重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

  １ ２ ３ 

３ 同
どう

行
こう

援
えん

護
ご

  １ ２ ３ 

４ 行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

  １ ２ ３ 

５ 生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

  １ ２ ３ 

６ 自
じ

立
りつ

訓
くん

練
れん

  １ ２ ３ 

７ 就
しゅう

労
ろう

移
い

行
こう

支
し

援
えん

  １ ２ ３ 

８ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

（Ａ
えー

型
がた

）  １ ２ ３ 

９ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

（Ｂ
びー

型
がた

）  １ ２ ３ 

10 就
しゅう

労
ろう

定
てい

着
ちゃく

支
し

援
えん

  １ ２ ３ 

11 療
りょう

養
よう

介
かい

護
ご

  １ ２ ３ 

12 短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

（ショートステイ）  １ ２ ３ 

13 自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

  １ ２ ３ 

14 共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

（グループホーム）  １ ２ ３ 

15 施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

支
し

援
えん

  １ ２ ３ 

16 地
ち

域
いき

移
い

行
こう

支
し

援
えん

  １ ２ ３ 

17 地
ち

域
いき

定
てい

着
ちゃく

支
し

援
えん

  １ ２ ３ 

18 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

  １ ２ ３ 

地ち

域い
き

生せ
い

活か
つ

支し

援え
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う 

19 移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

  １ ２ ３ 

20 地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

支
し

援
えん

センター  １ ２ ３ 

21 日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

  １ ２ ３ 

22 訪
ほう

問
もん

入
にゅう

浴
よく

サービス事
じ

業
ぎょう

  １ ２ ３ 

 

問
とい

33へ 
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問
とい

32－2 この３年間
ねんかん

で、障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスなどの利
り

用
よう

について変
へん

化
か

しましたか。 

（①～⑥それぞれにあてはまるもの1つに○） 
 

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービス 評
ひょう

     価
か

 

① 利
り

用
よう

できる福
ふく

祉
し

サービス

の種
しゅ

類
るい

 
1．増

ふ

えた 2．減
へ

った 3．変
か

わらない 

② 利
り

用
よう

できる福
ふく

祉
し

サービス

の量
りょう

（時
じ

間
かん

・回
かい

数
すう

） 
1．増

ふ

えた 2．減
へ

った 3．変
か

わらない 

➂ 福
ふく

祉
し

サービスの質
しつ

 1．良
よ

くなった 2．悪
わる

くなった 3．変
か

わらない 

④ サービスの利
り

用
よう

しやすさ 
1．利用

り よ う

しやすく

なった 

2．利用
り よ う

しにくくな

った 
3．変

か

わらない 

⑤ サービスのわかりやすさ 
1．わかりやすく

なった 

2．わかりにくくな

った 3．変
か

わらない 

⑥ 経
けい

済
ざい

的
てき

負
ふ

担
たん

 1．増
ふ

えた 2．減
へ

った 3．変
か

わらない 

 

問
とい

32－3 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスなどを利
り

用
よう

して不
ふ

満
まん

に思
おも

うことは何
なん

ですか。 

（あてはまるもの5つ以内
い な い

に○） 

1 サービス内
ない

容
よう

が障
しょう

がい特
とく

性
せい

にあっていない 

2 家
いえ

から近
ちか

いところでサービスを利
り

用
よう

できない 

3 利
り

用
よう

したい日
ひ

・時
じ

間
かん

に利
り

用
よう

できない 

 4 利
り

用
よう

回
かい

数
すう

・時
じ

間
かん

などに制
せい

限
げん

がある 

 5 利
り

用
よう

料
りょう

が高
たか

い 

 6 急
きゅう

な変
へん

更
こう

に応
おう

じてもらえない 

7 本
ほん

人
にん

や家
か

族
ぞく

の意
い

向
こう

を尊
そん

重
ちょう

してもらえない 

8 プライバシーなどの配
はい

慮
りょ

に欠
か

けている 

9 建
たて

物
もの

や設
せつ

備
び

が障
しょう

がいに配
はい

慮
りょ

されていない 

10 他
ほか

の利
り

用
よう

者
しゃ

との相
あい

性
しょう

を配
はい

慮
りょ

してもらえない 

11 サービス内
ない

容
よう

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

が少
すく

ない 

12 相
そう

談
だん

や手
て

続
つづ

きに時
じ

間
かん

がかかり面
めん

倒
どう

くさい 

13 利
り

用
よう

したい事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が見
み

つからない 

14 異性
い せ い

介助
かいじょ

に抵抗
ていこう

がある 

15 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

16 とくに不
ふ

満
まん

はない 
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問
とい

33 あなたは、今
こん

後
ご

３年
ねん

以内
い な い

に、次
つぎ

の福祉サービス・支援
し え ん

事業
じぎょう

（①～㉒）の利
り

用
よう

を考
かんが

え

ていますか。（それぞれに○を1つ、利用
り よ う

希望
き ぼ う

がない場合
ば あ い

の理由
り ゆ う

は次
じ

ページの選択肢
せんたくし

から

選
えら

ぶ） 
 

 

 

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービス・地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 

問
とい

33⁻１ 
問
とい

 

33⁻2 

利り

用よ
う

を
増ふ

や
し
た
い
・ 

新あ
ら

た
に
利り

用よ
う

し
た
い 

今い
ま

の
ま
ま
利り

用よ
う

し
た
い 

利り

用よ
う

を
減へ

ら
し
た
い 

利り

用よ
う

希
望

き

ぼ

う

が
な
い 

利
用

り

よ

う

希
望

き

ぼ

う

が
な
い
場
合

ば

あ

い

の
理
由

り

ゆ

う 

障
し
ょ
う

が
い
福ふ

く

祉し

サ
ー
ビ
ス 

① 居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

（ホームヘルプ） 1 2 3 4  

② 重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

 1 2 3 4  

➂ 同
どう

行
こう

援
えん

護
ご

 1 2 3 4  

④ 行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

 1 2 3 4  

⑤ 生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

 1 2 3 4  

⑥ 自
じ

立
りつ

訓
くん

練
れん

 1 2 3 4  

⑦ 就
しゅう

労
ろう

移
い

行
こう

支
し

援
えん

 1 2 3 4  

⑧ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

（Ａ
えー

型
がた

） 1 2 3 4  

⑨ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

（Ｂ
びー

型
がた

） 1 2 3 4  

⑩ 就
しゅう

労
ろう

定
てい

着
ちゃく

支
し

援
えん

 1 2 3 4  

⑪ 療
りょう

養
よう

介
かい

護
ご

 1 2 3 4  

⑫ 短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

（ショートステイ） 1 2 3 4  

⑬ 自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

 1 2 3 4  

⑭ 共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

（グループホーム） 1 2 3 4  

⑮ 施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

支
し

援
えん

 1 2 3 4  

⑯ 地
ち

域
いき

移
い

行
こう

支
し

援
えん

 1 2 3 4  

⑰ 地
ち

域
いき

定
てい

着
ちゃく

支
し

援
えん

 1 2 3 4  

⑱ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 1 2 3 4  

地ち

域い
き

生せ
い

活か
つ

支し

援え
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う 

⑲ 移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 1 2 3 4  

⑳ 地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

支
し

援
えん

センター 1 2 3 4  

㉑ 日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 1 2 3 4  

㉓ 訪
ほう

問
もん

入
にゅう

浴
よく

サービス事
じ

業
ぎょう

 1 2 3 4  
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【問
とい

33‐2の「利
り

用
よう

希望
き ぼ う

がない場合
ば あ い

の理
り

由
ゆう

」の選択肢
せんたくし

】 
 

1 病
びょう

院
いん

、診
しん

療
りょう

所
しょ

に入
にゅう

院
いん

、通
つう

院
いん

中
ちゅう

 

2 家
か

族
ぞく

から介
かい

助
じょ

を受
う

けている 

3 他
た

人
にん

に家
いえ

に入
はい

ってほしくない 

 4 送
そう

迎
げい

サービスがないため利
り

用
よう

できない 

 5 医
い

療
りょう

的
てき

ケアを行
おこな

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が少
すく

ないため、利
り

用
よう

しにくい 

 6 利
り

用
よう

料
りょう

の負
ふ

担
たん

が困
こん

難
なん

である 

7 利
り

用
よう

の仕
し

方
かた

やサービスの内
ない

容
よう

を知
し

らない 

8 利
り

用
よう

時
じ

間
かん

や日
にっ

数
すう

が希
き

望
ぼう

とあわない 

9 介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

のサービスを受
う

けている 

10 利
り

用
よう

できるサービスがない・少
すく

ない 

11 利用できる事業
じぎょう

所
しょ

が近隣にない 

12 今
いま

すぐ利
り

用
よう

しなくてもやっていける 

13 サービスの対
たい

象
しょう

要件
ようけん

に当
あ

てはまらない 

14 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 

【和泉市
い ず み し

の施策
し さ く

について】 

問
とい

34 障
しょう

がい理解
り か い

の普及
ふきゅう

活動
かつどう

として和泉市
い ず み し

で取
と

り組
く

んでいる「あいサポート運動
うんどう

」を知
し

っ

ていますか。 

1 知
し

っている 

2 名 称
めいしょう

は知
し

っているが、内容
ないよう

はよく知
し

らない 

3 知
し

らない 

 

問
とい

35 「和泉市
い ず み し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

の理解
り か い

及
およ

び普及
ふきゅう

並
なら

びに豊
ゆた

かなコミュニケーションの促進
そくしん

に関
かん

する

条例
じょうれい

」を知
し

っていますか。 

1 知
し

っている 

2 名 称
めいしょう

は知
し

っているが、内容
ないよう

はよく知
し

らない 

3 知
し

らない 

 

問
とい

36 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

を知
し

っていますか。 

1 知
し

っている 

2 名 称
めいしょう

は知
し

っているが、内容
ないよう

はよく知
し

らない 

3 知
し

らない 

 

問
とい

37 和泉
い ず み

市
し

は、障
しょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

できる環境
かんきょう

が整
ととの

っていると思
おも

いますか。 

（○は1つ） 

1 そう思
おも

う 

2 どちらかといえばそう思
おも

う 

3 どちらかといえばそう思
おも

わない 

4 そう思
おも

わない 

5 分
わ

からない 
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問
とい

38 障
しょう

がい者
しゃ

が快
かい

適
てき

に生
せい

活
かつ

するために、どんな施
し

策
さく

や取
と

り組
く

みが必
ひつ

要
よう

だと思
おも

いますか。 

（あてはまるもの5つ以内
い な い

に○） 

 1 ホームヘルプサービスなど「在
ざい

宅
たく

サービスの充
じゅう

実
じつ

」 

2 介
かい

助
じょ

者
しゃ

が介
かい

助
じょ

できない時
とき

などに利
り

用
よう

する「ショートステイなどの充
じゅう

実
じつ

」 

3 日
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

の場
ば

や居
い

場
ば

所
しょ

の充
じゅう

実
じつ

 

 4 グループホームなど「地
ち

域
いき

の生
せい

活
かつ

の場
ば

の確
かく

保
ほ

」 

 5 身
み

近
ぢか

なところでの相
そう

談
だん

体
たい

制
せい

を充
じゅう

実
じつ

 

 6 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスの「利
り

用
よう

者
しゃ

負
ふ

担
たん

の軽
けい

減
げん

」 

 7 施
し

設
せつ

や病
びょう

院
いん

を出
で

て、自
じ

分
ぶん

の住
す

みたいところに住
す

む「地
ち

域
いき

移
い

行
こう

の推
すい

進
しん

」 

 8 就
しゅう

労
ろう

を支
し

援
えん

し、「一
いっ

般
ぱん

企
き

業
ぎょう

での雇
こ

用
よう

の促
そく

進
しん

」 

 9 福
ふく

祉
し

のまちづくりに基
もと

づいた「施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

の改
かい

善
ぜん

・改
かい

良
りょう

」 

10 暮
く

らしやすい住
じゅう

宅
たく

の整
せい

備
び

 

11 保
ほ

健
けん

・医
い

療
りょう

・リハビリテーションの充
じゅう

実
じつ

 

12 障
しょう

がいの特
とく

性
せい

に配
はい

慮
りょ

した「多
た

様
よう

な情
じょう

報
ほう

入
にゅう

手
しゅ

方
ほう

法
ほう

・コミュニケーション」 

13 外
がい

出
しゅつ

時
じ

支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

 

14 スポーツ・文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の充
じゅう

実
じつ

 

15 趣
しゅ

味
み

や余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

の場
ば

の確
かく

保
ほ

 

16 高
こう

齢
れい

の障
しょう

がい者
しゃ

の支
し

援
えん

充
じゅう

実
じつ

 

17 夜
や

間
かん

・休
きゅう

日
じつ

などの「緊
きん

急
きゅう

時
じ

の連
れん

絡
らく

・相
そう

談
だん

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の確
かく

保
ほ

」 

18 地
ち

域
いき

での見
み

守
まも

り体
たい

制
せい

の充
じゅう

実
じつ

 

19 障
しょう

がいに対
たい

する理
り

解
かい

を深
ふか

めるための「啓
けい

発
はつ

・広
こう

報
ほう

の充
じゅう

実
じつ

」 

20 成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

などの「権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

の取
と

り組
く

みの充
じゅう

実
じつ

」 

21 災
さい

害
がい

時
じ

など「緊
きん

急
きゅう

時
じ

の防
ぼう

災
さい

対
たい

策
さく

の充
じゅう

実
じつ

」 

22 差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

の推
すい

進
しん

 

23 障
しょう

がい児
じ

保
ほ

育
いく

・教
きょう

育
いく

や学
がく

童
どう

保
ほ

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

 

24 親
おや

亡
な

き後
あと

の支
し

援
えん

を充
じゅう

実
じつ

 

25 介
かい

助
じょ

者
しゃ

が休
きゅう

養
よう

や気
き

分
ぶん

転
てん

換
かん

を図
はか

る取
と

り組
く

みへの支
し

援
えん

 

26 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

27 とくにない、わからない 

 

問
とい

39 さいごに、今
こん

後
ご

の障
しょう

がい者
しゃ

施
し

策
さく

の推
すい

進
しん

に向
む

けて、和泉
い ず み

市
し

や大
おお

阪
さか

府
ふ

、国
くに

などへのご意
い

見
けん

、日
ひ

ごろお困
こま

りになっていることなどを自
じ

由
ゆう

にお書
か

きください。 
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～障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス一覧
いちらん

～ 

 アンケート調査
ちょうさ

では、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

状況
じょうきょう

と利用
り よ う

意向
い こ う

についておうかがいしている質問
しつもん

があります。各
かく

サービスの詳
くわ

しい内容
ないよう

は以下
い か

の通
とお

りとなっています。内容
ないよう

がわからないサービスがあり

ましたら、ご参考
さんこう

にしてください。 
 

訪問系
ほうもんけい

サービス 

サービス 内容 

１ 居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ） 自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介助
かいじょ

を行
おこな

います。 

2 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 重度
じゅうど

の障
しょう

がいがあり常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な方
かた

に、自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

や排
はい

せ

つ、食事
しょくじ

などの介助
かいじょ

や外出時
がいしゅつじ

の移動
い ど う

の補助
ほ じ ょ

を行
おこな

います。 

３ 同行
どうこう

援護
え ん ご

 視覚
し か く

障
しょう

がいにより移動
い ど う

が 著
いちじる

しく困難
こんなん

な方
かた

に、外出
がいしゅつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や移動
い ど う

の援護
え ん ご

などを行
おこな

います。 

４ 行動
こうどう

援護
え ん ご

 知的
ち て き

障
しょう

がいや精神
せいしん

障
しょう

がいにより行動
こうどう

が困難
こんなん

で常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な

方
かた

に、行動
こうどう

するとき必要
ひつよう

な介助
かいじょ

や外出時
がいしゅつじ

の移動
い ど う

の補助
ほ じ ょ

などを行
おこな

い

ます。 

 

日中
にっちゅう

活動系
かつどうけい

サービス 

サービス 内容 

５ 生活
せいかつ

介護
か い ご

 常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な方
かた

に、施設
し せ つ

で入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

や

創作的
そうさくてき

活動
かつどう

などの機会
き か い

を提供
ていきょう

します。 

６  自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

、生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

ができるよう、一定
いってい

の期間
き か ん

における

身体
しんたい

機能
き の う

や生活
せいかつ

能力
のうりょく

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行
おこな

います。 

７ 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 通常
つうじょう

の事業所
じぎょうしょ

（会社
かいしゃ

）で働
はたら

きたい方
かた

に、一定
いってい

の期間
き か ん

、就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な

知識
ち し き

及
およ

び能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を行
おこな

います。 

８・９ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ａ型
がた

、Ｂ

型
がた

） 

通常
つうじょう

の事業所
じぎょうしょ

（会社
かいしゃ

）で働
はたら

くことが困難
こんなん

な方
かた

に、就労
しゅうろう

の機会
き か い

の提供
ていきょう

や生産
せいさん

活動
かつどう

その他
た

の活動
かつどう

の機会
き か い

の提供
ていきょう

、知識
ち し き

や能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のため

の訓練
くんれん

を行
おこな

います。 

１０ 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 企業
きぎょう

や自宅
じ た く

などへの訪問
ほうもん

などにより、生活
せいかつ

リズム、家計
か け い

や体調
たいちょう

の

管
かん

理
り

などの課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けて、必要
よう

な連絡
れんらく

調整
ちょうせい

や指導
し ど う

・助言
じょげん

など

を行
おこな

う。 

11 療養
りょうよう

介護
か い ご

 医療
いりょう

が必要
ひつよう

な方
かた

で、常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする方
かた

に、主
おも

に昼間
ひ る ま

に病院
びょういん

等
とう

において機能
き の う

訓練
くんれん

、療養上
りょうよううえ

の管理
か ん り

、看護
か ん ご

などを提供
ていきょう

します。 

12 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステ

イ） 

在宅
ざいたく

の障
しょう

がい者
しゃ

を介護
か い ご

する方
かた

が病気
びょうき

の場合
ば あ い

などに、障
しょう

がい者
しゃ

が

施設
し せ つ

に短期
た ん き

入所
にゅうしょ

し、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

を行
おこな

います。 

１３ 自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 定期的な巡回訪問や随時の相談などに対応し、地域生活の状況を

確認し、必要な助言や医療機関などとの連絡調整などを行う。 

 

居住系
きょじゅうけい

サービス 

サービス 内容 

14 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホ

ーム） 

夜間
や か ん

や休日
きゅうじつ

、共同
きょうどう

生活
せいかつ

を行
おこな

う住居
じゅうきょ

で、相談
そうだん

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

を

行
おこな

います。 

15 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 主
しゅ

として夜間
や か ん

、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

する障
しょう

がい者
しゃ

（児
じ

）に対
たい

し、入浴
にゅうよく

、排
はい

せ

つ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

などを支援
し え ん

を行
おこな

います。 
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相談
そうだん

支援
し え ん

系
けい

サービス 

サービス 内容 

１６ 地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 住居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

、地域
ち い き

における生活
せいかつ

に移行
い こ う

するための活動
かつどう

に関
かん

する

相談
そうだん

、その他
た

の必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

う。 

１７ 地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 自宅
じ た く

で単身
たんしん

で生活
せいかつ

する障
しょう

がいのある人
ひと

と、常時
じょうじ

の連絡
れんらく

体制
たいせい

を確保
か く ほ

し、障
しょう

がいの特性
とくせい

に起因
き い ん

して生
しょう

じた緊急
きんきゅう

の事
こと

などに、相談
そうだん

その他
た

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

う。 

１８ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 支給
しきゅう

決定
けってい

または支給
しきゅう

決定
けってい

の変更前
へんこうまえ

に、サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

などを行
おこな

う。 

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

サービス 内容 

19 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 屋外
おくがい

での移動
い ど う

が困難
こんなん

な障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

について、移動
い ど う

を支援
し え ん

し

ます。 

20 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター 障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

が通
かよ

う施設
し せ つ

で、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
き か い

の

提供
ていきょう

、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の促進
そくしん

等
とう

を図
はか

ります。 

21 日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

の日中
にっちゅう

における活動
かつどう

の場
ば

を提供
ていきょう

し、見守
み ま も

りや

訓練
くんれん

などの支援
し え ん

を行
おこな

います。 

22 訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービス事業
じぎょう

 自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

することが困難
こんなん

な身体
しんたい

障
しょう

がいのある人
ひと

に、訪問
ほうもん

し浴槽
よくそう

を提供
ていきょう

して入浴
にゅうよく

の支援
し え ん

を行
おこな

います。 
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問
とい

１ お答
こた

えいただくのは、どなたですか。（○は1つ） 

1 本
ほん

人
にん

 

2 家
か

族
ぞく

・親戚・介助者
かいじょしゃ

・施設
し せ つ

職 員
しょくいん

が、本
ほん

人
にん

の意見
い け ん

を確認
かくにん

して代
か

わりに記
き

入
にゅう

 

3 本
ほん

人
にん

の意見
い け ん

を確認
かくにん

しにくいため、家
か

族
ぞく

・介助者
かいじょしゃ

・施設
し せ つ

職 員
しょくいん

などが考
かんが

えて記
き

入
にゅう

 

4 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 

問
とい

２ あなたの年
ねん

齢
れい

・学年
がくねん

をお答
こた

えください。（令
れい

和
わ

5年
ねん

7月
がつ

●日
たち

現
げん

在
ざい

） 

1 未就学
みしゅうがく

（2歳
さい

以下
い か

） 3 小学生
しょうがくせい

（1～3年生
ねんせい

） 5 中学生
ちゅうがくせい

 

2 未就学
みしゅうがく

（3歳
さい

以上
いじょう

） 4 小学生
しょうがくせい

（4～6年生
ねんせい

） 6 中 学
ちゅうがく

卒業後
そつぎょうご

 

 

問
とい

３ あなたの性別
せいべつ

をお答
こた

えください。 

１．男性
だんせい

   ２．女性
じょせい

   ３．答
こた

えたくない 

 

問
とい

４ あなたがお住
す

まいの地
ち

域
いき

（小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

）はどこですか。（○は1つ） 

1 国
こく

府
ふ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

2 和
わ

気
け

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

3 伯
はか

太
た

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 4 池
いけ

上
がみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 5 黒
くろ

鳥
どり

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 6 芦
あし

部
べ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

7 北
きた

池
いけ

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 8 いぶき野
の

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

 9 南
みなみ

池
いけ

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

10 緑
みどり

ケ
が

丘
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

11 青
あお

葉
ば

はつが野
の

小学校
しょうがっこう

区
く

 

12 北
きた

松
まつ

尾
お

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

13 南
みなみ

松
まつ

尾
お

はつが野
の

学
がく

園
えん

校
こう

区
く

 

14 横
よこ

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

15 南
みなみ

横
よこ

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

16 幸
さいわい

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

17 信
しの

太
だ

小学校
しょうがっこう

区
く

 

18 鶴
つる

山
やま

台
だい

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

 

19 鶴
つる

山
やま

台
だい

南
みなみ

小学校
しょうがっこう

区
く

 

20 光
こう

明
みょう

台
だい

北
きた

小学校
しょうがっこう

区
く

 

21 光
こう

明
みょう

台
だい

南
みなみ

小学校
しょうがっこう

区
く

 

どの小
しょう

学
がっ

校
こ う

区
く

かわからない方
かた

は、お住
すま

いの町
ちょう

名
めい

を書
か

いてください。 

22 町名
ちょうめい

（ ） 

 

  

あなたやご家
か

族
ぞく

について（「あなた」とは、障
しょう

がいや疾
しっ

患
かん

のあるご本
ほん

人
にん

のことです） 

資料４－５ 
市民
し み ん

アンケート（障
しょう

がい児
じ

） 
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問
とい

５ あなたがお持
も

ちの手
て

帳
ちょう

の種
しゅ

類
るい

・等
とう

級
きゅう

（程
てい

度
ど

）は何
なん

ですか？ 

また、自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りょう

などを受
じゅ

給
きゅう

されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

６ 「身
しん

体
たい

障
しょう

がい者
しゃ

手
て

帳
ちょう

」をお持
も

ちの方
かた

におうかがいします。 

どのような障
しょう

がいをお持
も

ちですか。（あてはまるものすべてに○） 

1 視
し

覚
かく

障
しょう

がい 

2 聴
ちょう

覚
かく

・平
へい

衡
こう

機
き

能
のう

障
しょう

がい 

3 音
おん

声
せい

・言
げん

語
ご

・そしゃく機
き

能
のう

障
しょう

がい 

 

4 肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

 

5 内
ない

部
ぶ

障
しょう

がい（心臓
しんぞう

、じん臓
ぞう

、肝臓
かんぞう

、呼吸器
こきゅうき

、ぼう

こう、直 腸
ちょくちょう

、小 腸
しょうちょう

､ヒト免
めん

疫
えき

不
ふ

全
ぜん

ウイルスによ

る免疫
めんえき

の機能障
きのうしょう

がい） 

 

問
とい

７ 指定
し て い

難病
なんびょう

の認定
にんてい

を受
う

けている場合
ば あ い

、その関連障
かんれんしょう

がいをお答
こた

えください。 

 （あてはまるものすべてに○） 

1 視
し

覚
かく

障
しょう

がい 

2 聴
ちょう

覚
かく

・平
へい

衡
こう

機
き

能
のう

障
しょう

がい 

3 音
おん

声
せい

・言
げん

語
ご

・そしゃく機
き

能
のう

障
しょう

がい 

 

4 肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

 

5 内
ない

部
ぶ

障
しょう

がい（心臓
しんぞう

、じん臓
ぞう

、肝臓
かんぞう

、呼吸器
こきゅうき

、ぼう

こう、直 腸
ちょくちょう

、小 腸
しょうちょう

､ヒト免
めん

疫
えき

不
ふ

全
ぜん

ウイルスによ

る免疫
めんえき

の機能障
きのうしょう

がい） 

 

問
とい

８ 医
い

師
し

から発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいと診
しん

断
だん

されたり、その疑
うたが

いがあると言
い

われましたか。 

（○は1つ） 

1 はい 2 いいえ 

 

1 身
しん

体
たい

障
しょう

がい者
しゃ

手
て

帳
ちょう

 

 

 

 

2 療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

 

 

 

3 精
せい

神
しん

障
しょう

がい者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

 

 

4 自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りょう

（精
せい

神
しん

通
つう

院
いん

）を受
じゅ

給
きゅう

 

5 特
とく

定
てい

医
い

療
りょう

費
ひ

（指
し

定
てい

難
なん

病
びょう

）受給者証
じゅきゅうしゃしょう

 

1 Ａ  2 Ｂ１  3 Ｂ２ 

 

 
1 １級

きゅう

  2 ２級
きゅう

  3 ３級
きゅう

 

1 １級
きゅう

  2 ２級
きゅう

  3 ３級
きゅう

   

4 ４級
きゅう

  5 ５級
きゅう

  6 ６級
きゅう

 

あなたの障
しょう

がいの状 況
じょうきょう

について 
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問
とい

９ 医
い

師
し

から高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

がい※と診
しん

断
だん

されたり、その疑
うたが

いがあると言
い

われましたか。

（○は1つ） 

※高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

とは、一般
いっぱん

に、外傷性
がいしょうせい

脳
のう

損傷
そんしょう

、脳
のう

血管
けっかん

障害
しょうがい

等
とう

により脳
のう

に損傷
そんしょう

を受
う

けその後
あと

後遺症
こういしょう

等
とう

として生
しょう

じた記憶
き お く

障害
しょうがい

、注意
ちゅうい

障害
しょうがい

、社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障害
しょうがい

、失語
し つ ご

などの

認知
ち

障害
しょうがい

等
とう

を指
さ

すものとされており、具体的
ぐたいてき

には「会話
か い わ

がうまくかみ合
あ

わない」等
とう

の

症 状
しょうじょう

があります。 
 

1 はい 2 いいえ 

 

問
とい

10 あなたの障
しょう

がいがわかったのは、いつ頃
ごろ

ですか。 

障
しょう

がいが重
ちょう

複
ふく

している方
かた

は、主
おも

な障
しょう

がいがわかった時
とき

についてお答
こた

えください。 

（たとえば、手
て

帳
ちょう

をはじめて交
こう

付
ふ

された年
ねん

齢
れい

、専
せん

門
もん

医
い

にはじめて受
じゅ

診
しん

した年
ねん

齢
れい

など） 

（○は1つ） 

1 生
う

まれた時
とき

から 

2 乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

で指
し

摘
てき

された 

3 保
ほ

育
いく

所
しょ

や幼
よう

稚
ち

園
えん

、認
にん

定
てい

こども園
えん

で指
し

摘
てき

された 

 4 小
しょう

学
がっ

校
こう

で指
し

摘
てき

された 

 5 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で指
し

摘
てき

された 

 6 自
じ

分
ぶん

で気
き

づいた（  歳
さい

ごろ） 

7 家
か

族
ぞく

が気
き

づいた（  歳
さい

ごろ） 

8 知
ち

人
じん

から指
し

摘
てき

された（  歳
さい

ごろ） 

9 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

10 おぼえていない 

 

問
とい

11 あなたは、次
つぎ

のような医
い

療
りょう

的
てき

ケアを受
う

けていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 
 

1 気管
き か ん

切開
せっかい

の処
しょ

置
ち

 

2 人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

（レスピレーター） 

3 吸 入
きゅうにゅう

 

4 たん吸引
きゅういん

 

5 酸素
さ ん そ

療法
りょうほう

 

6 経
けい

管
かん

栄
えい

養
よう

（胃
い

ろう・腸
ちょう

ろうなど） 

7 鼻腔経管栄養
びこうけいかんえいよう

 

8 中心静脈栄養
ちゅうしんじょうみゃくえいよう

法
ほう

（ I
あい

V
ぶい

H
えっち

） 

9 自己注射
じこちゅうしゃ

 

10 導
どう

尿
にょう

 

11 透析
とうせき

 

12 カテーテル留置
りゅうち

 

13 ストマ 

14 床
とこ

ずれ（じょく瘡
そう

）の処置
し ょ ち

 

15 服薬管理
ふくやくかんり

 

16 その他
た

 

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

17 医
い

療
りょう

的
てき

ケアは受
う

けていない 
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問
とい

12 あなたが障
しょう

がいの治
ち

療
りょう

などを受
う

けている病
びょう

院
いん

や診
しん

療
りょう

所
しょ

はどこにありますか。 

（○は1つ） 
 

1 市
し

内
ない

にある 

2 市
し

外
がい

にある（市
し

町
ちょう

村
そん

名
めい

： ） 

3 ない 

4 とくに病
びょう

院
いん

や診
しん

療
りょう

所
しょ

で治
ち

療
りょう

などをする必
ひつ

要
よう

はない 

 

問
とい

13 あなたは、健康
けんこう

・医
い

療
りょう

面
めん

で不
ふ

安
あん

に思
おも

っていること、困
こま

っていることは何
なん

ですか｡ 

（あてはまるもの5つ以内に○） 
 

1 障
しょう

がいが重
おも

くなったり病
びょう

状
じょう

が進
すす

む 

2 薬
くすり

の飲
の

み方
かた

・使
つか

い方
かた

がわからない 

3 近
ちか

くで専
せん

門
もん

的
てき

な治
ち

療
りょう

が受
う

けられない 

 4 十
じゅう

分
ぶん

なリハビリテーションが受
う

けられない 

 5 訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

や往
おう

診
しん

をしてもらえない 

 6 障
しょう

がいに理
り

解
かい

などある医
い

師
し

が少
すく

ない 

7 症
しょう

状
じょう

を伝
つた

えにくい、説
せつ

明
めい

がわからない 

8 障
しょう

がいを理
り

由
ゆう

に、風
か

邪
ぜ

や歯
し

科
か

などの診
しん

察
さつ

・治
ち

療
りょう

を断
ことわ

られる 

9 介
かい

助
じょ

者
しゃ

や付
つ

き添
そ

ってくれる人
ひと

がいない 

10 お金
かね

がかかる 

11 交
こう

通
つう

が不
ふ

便
べん

、移
い

動
どう

が大
たい

変
へん

 

12 発
はつ

育
いく

や発
はっ

達
たつ

を相
そう

談
だん

するところがない 

13 こころの病
びょう

気
き

を相
そう

談
だん

するところがない 

14 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

15 わからない 

16 とくに不
ふ

安
あん

や困
こま

っていることはない 
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問
とい

14 あなたは、現
げん

在
ざい

どのようなところで暮
く

らしていますか。（○は1つ） 

1 自
じ

宅
たく

（戸建
こ だ

て、マンション、団
だん

地
ち

、アパートなど） 

2 グループホーム 

3 福祉施設 

 4 病
びょう

院
いん

 

 5 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 

問
とい

14－1 どなたと一
いっ

緒
しょ

にお住
す

まいですか。障
しょう

がいのある本
ほん

人
にん

からみた関
かん

係
けい

でお答
こた

えく

ださい。（あてはまるものすべてに○） 

1 親
おや

 

2 祖
そ

父
ふ

母
ぼ

 

3 兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

 

4 その他
た

 

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： 

 ） 

 

 

問
とい

15 日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

で、次
つぎ

の支援
し え ん

が必要
ひつよう

ですか。①～⑩の項目
こうもく

についてお答
こた

えください。 

（「１．不要
ふ よ う

」「２．一部
い ち ぶ

必要
ひつよう

」「３．不要
ふ よ う

」のいずれかに〇） 
 

項目
こうもく

 不要
ふ よ う

 一部
い ち ぶ

必要
ひつよう

 必要
ひつよう

 

① 食事
しょくじ

をする 1 2 3 

② トイレをする 1 2 3 

③ 入浴
にゅうよく

する 1 2 3 

④ 衣服
い ふ く

の着脱
ちゃくだつ

をする 1 2 3 

⑤ 身
み

だしなみを整
ととの

える 1 2 3 

⑥ 家
いえ

の中
なか

を移動
い ど う

する 1 2 3 

⑦ 外出
がいしゅつ

する 1 2 3 

⑧ 家族
か ぞ く

以外
い が い

の人
ひと

とコミュニケーションをする 1 2 3 

⑨ お金
かね

の管理
か ん り

をする 1 2 3 

⑩ 薬
くすり

の管理
か ん り

をする 1 2 3 

  

住まい
す ま い

や暮
く

らしについて 
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問
とい

16 あなたを主
おも

に介
かい

助
じょ

してくださるのはどなたですか。 

障
しょう

がいのある本
ほん

人
にん

からみた関
かん

係
けい

でお答
こた

えください。（○は1つ） 

1 親
おや

 

2 祖父母
そ ふ ぼ

 

3 兄 弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

4 その他
た

の家
か

族
ぞく

・親
しん

せき 

5 ホームヘルパーなどのサービス事業者
じぎょうしゃ

 

6 その他
た

 

具
ぐ

体
たい

的
てき

に： 

  

7 介助
かいじょ

を必要
ひつよう

としていない 

 
 

≪問
とい

16－1～問
とい

16－4は、家
か

庭内
ていない

の主
おも

な介助者
かいじょしゃ

の方
ほう

お一人
お ひ と り

にお聞き
お き き

します。≫ 

問
とい

16－1 主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

の年
ねん

齢
れい

をお答
こた

えください。（○は1つ） 

1 １５歳
さい

未満
み ま ん

 

2 1５～１７歳
さい

 

3 １８～２９歳
さい

 

4 ３０～６４歳
さい

 

5 ６5～74歳
さい

 

6 ７5歳
さい

以
い

上
じょう

 
 

問
とい

16－2 主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

の方
かた

の健康
けんこう

状態
じょうたい

をお答
こた

えください。（○は1つ） 

1 よい 

2 ふつう 

3 よくない 
 

問
とい

16－3 主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

の方
かた

が、病
びょう

気
き

や用
よう

事
じ

などで一
いち

時
じ

的
てき

に介
かい

助
じょ

・支
し

援
えん

できない時
とき

、 

どうされていますか。（あてはまるもの3つ以内に○） 

1 他
ほか

の家族
か ぞ く

が介
かい

助
じょ

・支
し

援
えん

している 

2 近
きん

所
じょ

の人
ひと

や友
ゆう

人
じん

などに頼
たの

んでいる 

3 ボランティアなどに来
き

てもらっている 

 4 短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

（ショートステイ）や日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

（日
ひ

帰
がえ

りショート）を利
り

用
よう

している 

 5 訪
ほう

問
もん

系
けい

サービスの事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に頼
たの

んでいる 

 6 その他
た

（具体的
ぐ た い て き

に： ） 

7 誰
だれ

にも頼
たの

まず、自
じ

分
ぶん

でできる範
はん

囲
い

のことをしている 

 

  

主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

について 
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問
とい

16－4 主
おも

な介
かい

助
じょ

者
しゃ

の方
かた

は、介
かい

助
じょ

をする上
うえ

で何
なに

か悩
なや

みごとや心
しん

配
ぱい

ごとがありますか。 

（あてはまるもの3つ以内に○、そのうち主なもの一つに◎印
じるし

を（ ）に記入
きにゅう

） 
 

（ ） 1 介
かい

助
じょ

の指
し

導
どう

をしたり、相
そう

談
だん

にのってくれる人
ひと

がいない 

（ ） 2 腰
よう

痛
つう

など身
しん

体
たい

的
てき

負
ふ

担
たん

がある 

（ ） 3 気
き

を抜
ぬ

けないなど、精
せい

神
しん

的
てき

な負
ふ

担
たん

がある 

（ ） 4 家
か

事
じ

やほかの家
か

族
ぞく

の世
せ

話
わ

が十
じゅう

分
ぶん

にできない 

（ ） 5 近
きん

所
じょ

づきあいや親
しん

せきづきあいが十
じゅう

分
ぶん

にできない 

（ ） 6 自
じ

分
ぶん

の時
じ

間
かん

が十
じゅう

分
ぶん

にもてない 

（ ） 7 もっと障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスなどを利
り

用
よう

してほしい 

（ ） 8 健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

がよくないが、病
びょう

院
いん

に行
い

く時
じ

間
かん

がない 

（ ） 9 経
けい

済
ざい

的
てき

な負
ふ

担
たん

が大
おお

きい 

（ ） 10 将
しょう

来
らい

、経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

の増加
ぞ う か

に耐
た

えられるか不安
ふ あ ん

である 

（ ） 11 将
しょう

来
らい

、介助者
かいじょしゃ

が高齢化
こうれいか

したり、亡
な

くなった後
あと

のことが不安
ふ あ ん

である 

（ ） 12 病
びょう

気
き

や用
よう

事
じ

などの時
とき

に、助
たす

けてくれる人
ひと

がいない 

（ ） 13 その他
た

（具体的
ぐたいてき

に： ） 

（ ） 14 とくにない 
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問
とい

17 あなたは、現在
げんざい

、学校
がっこう

などに在
ざい

籍
せき

していますか。（○は1つ） 

 

1 保
ほ

育
いく

所
しょ

（園
えん

）・幼稚園
ようちえん

・認定
にんてい

こども園
えん

 

2 特別支援学校
とくべつしえんがっこう

 

3 地域
ち い き

の学校
がっこう

園
えん

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

 

 4 地域
ち い き

の学校
がっこう

園
えん

の支援
し え ん

学級
がっきゅう

 

 5 専門学校
せんもんがっこう

など 

 6 児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

センター など 

7 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

8 どこにも通
かよ

っていない    問
とい

23へお進
すす

みください。 

 

問
とい

18 学
がっ

校
こう

・保育所などでの教
きょう

育
いく

・保
ほ

育
いく

で困
こま

っていることは何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1 学校
がっこう

園
えん

などに在籍
ざいせき

しているが通
かよ

えていない 

2 希
き

望
ぼう

する保
ほ

育
いく

所
しょ

や学
がっ

校
こう

に入
はい

れていない 

3 施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

が障
しょう

がいに対
たい

応
おう

していない 

 4 通
つう

園
えん

・通
つう

学
がく

の時
じ

間
かん

や金
きん

銭
せん

面
めん

などの負
ふ

担
たん

が大
おお

きい 

 5 保
ほ

育
いく

・教
きょう

育
いく

の内
ない

容
よう

に不
ふ

満
まん

がある 

 6 障
しょう

がいについて理
り

解
かい

している教
きょう

職
しょく

員
いん

などが少
すく

ない 

7 障
しょう

がいのない子
こ

どもとの交
こう

流
りゅう

が少
すく

ない 

8 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

9 とくに困
こま

っていることはない 

 

問
とい

19 あなたは、学校
がっこう

などで最
もっと

もしてほしいことは何
なん

ですか。（○は1つ） 

1 生
せい

活
かつ

に役
やく

立
だ

つこと（生
せい

活
かつ

訓
くん

練
れん

・生
せい

活
かつ

指
し

導
どう

など） 

2 就
しゅう

職
しょく

（仕
し

事
ごと

）につながること（職
しょく

業
ぎょう

体
たい

験
けん

、現
げん

場
ば

実
じっ

習
しゅう

など） 

3 障
しょう

がいのない子
こ

どもとの交
こう

流
りゅう

や学
がく

習
しゅう

 

4 障
しょう

がいのある子
こ

ども同
どう

士
し

の交
こう

流
りゅう

や学
がく

習
しゅう

 

5 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

6 とくにない 

 
  

日
にっ

中
ちゅう

の過
す

ごし方
かた

と進
しん

路
ろ

について 
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問
とい

20 あなたが進
しん

学
がく

や進
しん

級
きゅう

に際
さい

して、どんな不
ふ

安
あん

がありますか、ありましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 
 

1 進
しん

学
がく

を決
き

めるための情
じょう

報
ほう

 

2 進
しん

学
がく

の相
そう

談
だん

先
さき

 

3 今
いま

までの療
りょう

育
いく

・教
きょう

育
いく

内
ない

容
よう

の引
ひ

き継
つ

ぎについて 

 4 新
あたら

しい環
かん

境
きょう

への対
たい

応
おう

 

 5 進
しん

学
がく

先
さき

への通
つう

学
がく

方
ほう

法
ほう

 

 6 放
ほう

課
か

後
ご

などの居
い

場
ば

所
しょ

 

7 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

8 不
ふ

安
あん

はなかった（ない） 

 

 

問
とい

21 あなたは、学
がっ

校
こう

などが休
やす

みの日
ひ

や放
ほう

課
か

後
ご

は、どのように過
す

ごしていますか。 

また、どのように過
す

ごしたいですか。 

（現在
げんざい

の過
す

ごし方
かた

、希望
き ぼ う

する過
す

ごし方
かた

、それぞれにあてはまるもの5つ以内
い な い

に○） 
 

現在
げんざい

の過
す

ごし方
かた

  希望
き ぼ う

する過
す

ごし方
かた

 

1 自
じ

宅
たく

で過
す

ごす 

2 図
と

書
しょ

館
かん

などで過
す

ごす 

3 学
がく

童
どう

保
ほ

育
いく

（仲
なか

よしクラブ）で過
す

ごす 

 4 部
ぶ

活
かつ

やサークル活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

している 

 5 公
こう

園
えん

・校
こう

庭
てい

や園
えん

庭
てい

で遊
あそ

ぶ 

 6 習
なら

いごとをする 

7 スポーツをする 

8 機
き

能
のう

訓
くん

練
れん

を受
う

ける 

9 散
さん

歩
ぽ

や外
がい

出
しゅつ

をする 

10 移
い

動
どう

支
し

援
えん

（ガイドヘルプ）を利
り

用
よう

する 

11 児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

を利用
り よ う

する 

12 放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスを利
り

用
よう

する 

13 短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

（ショートステイ）を利
り

用
よう

する 

14 日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

（日
にっ

中
ちゅう

ショート）

を利
り

用
よう

する 

15 その他
た

 

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 1 自
じ

宅
たく

で過
す

ごす 

2 図
と

書
しょ

館
かん

などで過
す

ごす 

3 学
がく

童
どう

保
ほ

育
いく

（仲
なか

よしクラブ）で過
す

ごす 

 4 部
ぶ

活
かつ

やサークル活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

している 

 5 公
こう

園
えん

・校
こう

庭
てい

や園
えん

庭
てい

で遊
あそ

ぶ 

 6 習
なら

いごとをする 

7 スポーツをする 

8 機
き

能
のう

訓
くん

練
れん

を受
う

ける 

9 散
さん

歩
ぽ

や外
がい

出
しゅつ

をする 

10 移
い

動
どう

支
し

援
えん

（ガイドヘルプ）を利
り

用
よう

する 

11 児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

を利用
り よ う

する 

12 放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスを利
り

用
よう

する 

13 短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

（ショートステイ）を利
り

用
よう

する 

14 日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

（日
にっ

中
ちゅう

ショート）

を利
り

用
よう

する 

15 その他
た

 

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 
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問
とい

22 希望
き ぼ う

する過
す

ごし方
かた

を実現
じつげん

するためには、何
なに

が必要
ひつよう

と思
おも

いますか。 

（あてはまるもの5つ以内に○、そのうち主なもの一つに◎印
じるし

を（ ）に記入
きにゅう

） 
 

（ ） 1 支
し

援
えん

・サービスを提
てい

供
きょう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の充
じゅう

実
じつ

 

（ ） 2 必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて相
そう

談
だん

ができるさまざまな窓
まど

口
ぐち

の充
じゅう

実
じつ

 

（ ） 3 地
ち

域
いき

で行
おこな

われる活
かつ

動
どう

や行
ぎょう

事
じ

についての情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の充
じゅう

実
じつ

 

（ ） 4 障
しょう

がいがあっても参
さん

加
か

できるスポーツやレクリエーションの機
き

会
かい

の充
じゅう

実
じつ

 

（ ） 5 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する地
ち

域
いき

の理
り

解
かい

促
そく

進
しん

 

（ ） 6 外
がい

出
しゅつ

時
じ

の移
い

動
どう

手
しゅ

段
だん

や介
かい

助
じょ

者
しゃ

の確
かく

保
ほ

 

（ ） 7 施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

のバリアフリー化
か

 

（ ） 8 児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

のニーズに応
おう

じた学
がく

習
しゅう

指
し

導
どう

の充
じゅう

実
じつ

 

（ ） 9 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

（ ） 10 とくに必
ひつ

要
よう

はない、思
おも

いつかない 

 
 

問
とい

23 あなたは同
どう

世
せ

代
だい

の子
こ

どもたちと一
いっ

緒
しょ

に遊
あそ

んでいますか。（○は1つ） 
 

1 よく遊
あそ

んでいる 

2 ときどき遊
あそ

んでいる 

3 あまり遊
あそ

んでいない 

4 まったく遊
あそ

んでいない 

 
 

問
とい

24 あなたは現在
げんざい

の学校
がっこう

などを卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、どんな進
しん

路
ろ

を考
かんが

えていますか。 

現
げん

在
ざい

どこにも通
かよ

っていない方
かた

は、今
こん

後
ご

の希
き

望
ぼう

する進
しん

路
ろ

についてお答
こた

えください。 

（○は1つ） 
 

1 地
ち

域
いき

の小
しょう

・中
ちゅう

・高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

に進
しん

学
がく

したい 

2 特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の小
しょう

・中
ちゅう

・高
こう

等
とう

部
ぶ

に進学
しんがく

したい 

3 大
だい

学
がく

・専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

に進
しん

学
がく

したい 

 4 障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）の施
し

設
せつ

に通
つう

所
しょ

したい 

 5 一
いっ

般
ぱん

の会
かい

社
しゃ

などに就
しゅう

職
しょく

したい 

 6 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

7 とくに考
かんが

えていない 
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問
とい

25 あなたは、困
こま

ったことや心配
しんぱい

に思
おも

っていることを誰
だれ

に相談
そうだん

しますか。また、生
せい

活
かつ

や福
ふく

祉
し

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

は、誰
だれ

から入
にゅう

手
しゅ

についてしていますか。（相談先
そうだんさき

、情報
じょうほう

の入手先
にゅうしゅさき

、

それぞれにあてはまるものすべてに○） 
 

 問26－1

相
そう

談
だん

先
さき

 

 

問26－2 

情報
じょうほう

の

入
にゅう

手先
しゅさき

 

① 家
か

族
ぞく

 1  1 

② 親戚
しんせき

 2  2 

③ 友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

、近
きん

所
じょ

の人
ひと

 3  3 

④ 病
びょう

院
いん

の主
しゅ

治
じ

医
い

・看
かん

護
ご

師
し

・相
そう

談
だん

員
いん

 4  4 

⑤ 障がい児相
そう

談
だん

支援の相談員 5  5 

⑥ 福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

・福
ふく

祉
し

サービス事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の人 6  6 

⑦ 市
し

の窓
まど

口
ぐち

（障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

・子育て
こ そ だ て

支援室
しえんしつ

・保健
ほ け ん

センターなど） 7  7 

⑧ 障
しょう

がい者
しゃ

基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

センター・障
しょう

がい者
しゃ

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

センター 8  8 

⑨ 大阪府
おおさかふ

和泉
い ず み

保
ほ

健
けん

所
しょ

 9  9 

⑩ 障
しょう

がい者
しゃ

団
だん

体
たい

、障
しょう

がい者
しゃ

相
そう

談
だん

員
いん

 10  10 

⑪ 民
みん

生
せい

委
い

員
いん

・児
じ

童
どう

委
い

員
いん

 11  11 

⑫ 保育所
ほいくじょ

・学校
がっこう

等
とう

の先生
せんせい

 12  12 

⑬ その他
た

 13  13 

（相
そう

談
だん

相
あい

手
て

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）  

（情
じょう

報
ほう

入
にゅう

手
しゅ

先
さき

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）  

⑭ 誰
だれ

・どこにも相
そう

談
だん

しない 14    

（その理
り

由
ゆう

を簡
かん

潔
けつ

に： ）  

⑮ 情
じょう

報
ほう

を得
え

ていない、必
ひつ

要
よう

としていない   15 
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問
とい

26 あなたや家族は、地
ち

域
いき

・近所
きんじょ

でどのようなお付
つ

き合
あ

いをしていますか。 

（あてはまるもの3つ以内に○） 
 

1 地
ち

域
いき

の行
ぎょう

事
じ

などに積極的
せっきょくてき

に参
さん

加
か

している 

2 用
よう

事
じ

（買
か

い物
もの

や掃
そう

除
じ

など）を頼
たの

める程
てい

度
ど

の付
つ

き合
あ

いがある 

3 見
み

守
まも

りや声
こえ

かけなどをしてくれる人
ひと

がいる 

 4 困
こま

った時
とき

（病
びょう

院
いん

への付
つ

き添
そ

いなど）に助
たす

けてくれる人
ひと

がいる 

 5 あいさつや世
せ

間
けん

話
ばなし

をする 

 6 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

7 付
つ

き合
あ

いはあまりない 

 

問
とい

26－1 問
とい

27で「７ 付
つ

き合
あ

いはあまりない」を選
えら

んだ方
がた

におうかがいます。 

付
つ

き合
あ

いはあまりない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（あてはまるもの3つ以内に○） 
 

１．仕事
し ご と

などで家
いえ

をあけることが多
おお

く、知
し

りあう機会
き か い

がない 

２．近所
きんじょ

づきあいはわずらわしいので避
さ

けている 

３．近所
きんじょ

づきあいはしたいが、つい消 極 的
しょうきょくてき

になってしまう 

４．近所
きんじょ

づきあいはしたいが、仲間
な か ま

に入
い

れてもらえない 

５．ふだん留守
る す

の家
いえ

が多いなど、そもそも近所
きんじょ

づきあいのほとんどないところである 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に：                 ） 

 

問
とい

26－2 問
とい

27で「７ 付
つ

き合
あ

いはあまりない」を選
えら

んだ方
がた

におうかがいます。 

あなたは、今後
こ ん ご

近所付
きんじょつ

き合
あ

いが必要
ひつよう

だと感
かん

じていますか。（○は1つ） 
 

１．感
かん

じている 

２．感
かん

じていない 

３．どちらでもない 

 

 

  

→問
とい

26‐1へ 

→問
とい

27へ 

地域
ち い き

での暮
く

らしについて 
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問
とい

27 あなたは地域
ち い き

での関
かか

わりや支
ささ

え合
あ

いが活発
かっぱつ

になるためには、どのようなことが大切
たいせつ

だとおもいますか。（あてはまるもの5つ以内
い な い

に○） 
 

１．住民
じゅうみん

同士
ど う し

が、今
いま

以上
いじょう

に助
たす

け合
あ

える関係
かんけい

をつくる 

２．あいさつができる程度
て い ど

の顔見知
か お み し

りの関係
かんけい

を広
ひろ

げる 

３．新築
しんちく

マンションの入居者
にゅうきょしゃ

など、新
あら

たに住
す

む人
ひと

との関係
かんけい

づくりを強化
きょうか

する 

４．地域
ち い き

の町会
ちょうかい

・自治会
じ ち か い

や子
こ

ども会
かい

、老人
ろうじん

クラブなどの活動
かつどう

をもっと活発
かっぱつ

にしていく 

５．障
しょう

がい施設
し せ つ

などとの交流
こうりゅう

やつながりを深
ふか

める 

６．幼稚園
ようちえん

・小中学校
しょうちゅうがっこう

と住民
じゅうみん

の交流
こうりゅう

やつながりを深
ふか

める 

７．地元
じ も と

の商
しょう

業者
ぎょうしゃ

など、事
じ

業者
ぎょうしゃ

と住民
じゅうみん

のつながりをもっと深
ふか

める 

８．活動
かつどう

の周知
しゅうち

や広報
こうほう

を充実
じゅうじつ

させる 

９．既存
き そ ん

の活動
かつどう

以外
い が い

にも、交流
こうりゅう

の機会
き か い

となる地域
ち い き

の行事
ぎょうじ

をもっと増
ふ

やす 

１０．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に：                             ） 

 

問
とい

28 あなたの現
げん

在
ざい

の生
せい

活
かつ

について5段
だん

階
かい

で評
ひょう

価
か

してください。（それぞれ1つに○） 
 

 と
て
も 

よ
い
／
満ま

ん

足ぞ
く 

よ
い
／
満ま

ん

足ぞ
く 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

わ
る
い
／
不ふ

満ま
ん 

と
て
も 

わ
る
い
／
不ふ

満ま
ん 

① 身
み

のまわりの介
かい

助
じょ

や支
し

援
えん

 1 2 3 4 5 

② あなたの健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

 1 2 3 4 5 

③ 家
か

族
ぞく

など介
かい

助
じょ

者
しゃ

の健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

 1 2 3 4 5 

④ 学
がっ

校
こう

などの環
かん

境
きょう

 1 2 3 4 5 

⑤ 地域
ち い き

の人
ひと

との関
かん

係
けい

 1 2 3 4 5 

⑥ 趣
しゅ

味
み

や生
い

きがい 1 2 3 4 5 

⑦ 必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

の入
にゅう

手
しゅ

 1 2 3 4 5 

⑧ 保
ほ

健
けん

・福
ふく

祉
し

・医
い

療
りょう

サービス 1 2 3 4 5 

⑨ 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

を総合的
そうごうてき

にみた評価
ひょうか

 1 2 3 4 5 
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問
とい

29 過去
か こ

1年
ねん

間
かん

程
てい

度
ど

の中
なか

で障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスなどを利
り

用
よう

していますか。（○は1つ） 
 

1 福
ふく

祉
し

サービスなどを利
り

用
よう

している→問
とい

30－1へ 

2 以前
い ぜ ん

は利用
り よ う

していたが、過去
か こ

１年間
ねんかん

程度
て い ど

の中
なか

では利用
り よ う

していない 

3 一度
い ち ど

もサービスを利用
り よ う

していない 

 

問
とい

29－1 過
か

去
こ

1年
ねん

間
かん

であなたが利
り

用
よう

したサービス・事業
じぎょう

（１～14）は何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに○）また、利
り

用
よう

しているサービス・事業
じぎょう

の満
まん

足
ぞく

度
ど

（１～３）

を選
えら

んでください。 
 

 

① 利
り

用
よう

しているサービス 

 
② 満

まん

足
ぞく

度
ど

 

 

満
足

ま
ん
ぞ
く 

ふ
つ
う 

不
満

ふ
ま
ん 

障
し
ょ
う

が
い
児じ

通つ
う

所し
ょ

支し

援え
ん

・
障

し
ょ
う

が
い
福ふ

く

祉し

サ
ー
ビ
ス 

１ 児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

  １ ２ ３ 

２ 居
きょ

宅
たく

訪
ほう

問
もん

型
がた

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

  １ ２ ３ 

３ 医
い

療
りょう

型
がた

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

  １ ２ ３ 

４ 放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス  １ ２ ３ 

５ 保
ほ

育
いく

所
しょ

等
とう

訪
ほう

問
もん

支
し

援
えん

  １ ２ ３ 

６ 居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

（ホームヘルプ）  １ ２ ３ 

７ 重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

  １ ２ ３ 

８ 同
どう

行
こう

援
えん

護
ご

  １ ２ ３ 

９ 行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

  １ ２ ３ 

10 短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

（ショートステイ）  １ ２ ３ 

11 障
しょう

がい児
じ

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

  １ ２ ３ 

地ち

域い
き

生せ
い

活か
つ

支し

援え
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う 

12 移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

  １ ２ ３ 

13 日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

  １ ２ ３ 

14 訪
ほう

問
もん

入
にゅう

浴
よく

サービス事
じ

業
ぎょう

  １ ２ ３ 

 

  

問
とい

31へ 

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスなどの利
り

用
よう

について 
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問
とい

29‐2 この３年間で、障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスなどの利
り

用
よう

について変
へん

化
か

しましたか。 

（①～⑥それぞれにあてはまるもの1つに○） 
 

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービス 評
ひょう

     価
か

 

① 利
り

用
よう

できる福
ふく

祉
し

サービス

の種
しゅ

類
るい

 
1．増

ふ

えた 2．減
へ

った 3．変
か

わらない 

② 利
り

用
よう

できる福
ふく

祉
し

サービス

の量
りょう

（時
じ

間
かん

・回
かい

数
すう

） 
1．増

ふ

えた 2．減
へ

った 3．変
か

わらない 

➂ 福
ふく

祉
し

サービスの質
しつ

 1．良
よ

くなった 2．悪
わる

くなった 3．変
か

わらない 

④ サービスの利
り

用
よう

しやすさ 
1．利用

り よ う

しやすく

なった 

2．利用
り よ う

しにくくな

った 
3．変

か

わらない 

⑤ サービスのわかりやすさ 
1．わかりやすく

なった 

2．わかりにくくな

った 3．変
か

わらない 

⑥ 経
けい

済
ざい

的
てき

負
ふ

担
たん

 1．増
ふ

えた 2．減
へ

った 3．変
か

わらない 

 

問
とい

29－3 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスなどを利
り

用
よう

して不
ふ

満
まん

に思
おも

うことは何
なん

ですか。 

（あてはまるもの5つ以内に○） 

1 サービス内
ない

容
よう

が障
しょう

がい特
とく

性
せい

にあっていない 

2 家
いえ

から近
ちか

いところでサービスを利
り

用
よう

できない 

3 利
り

用
よう

したい日
ひ

・時
じ

間
かん

に利
り

用
よう

できない 

 4 利
り

用
よう

回
かい

数
すう

・時
じ

間
かん

などに制
せい

限
げん

がある 

 5 利
り

用
よう

料
りょう

が高
たか

い 

 6 急
きゅう

な変
へん

更
こう

に応
おう

じてもらえない 

7 本
ほん

人
にん

や家
か

族
ぞく

の意
い

向
こう

を尊
そん

重
ちょう

してもらえない 

8 プライバシーなどの配
はい

慮
りょ

に欠
か

けている 

9 建
たて

物
もの

や設
せつ

備
び

が障
しょう

がいに配
はい

慮
りょ

されていない 

10 他
ほか

の利
り

用
よう

者
しゃ

との相
あい

性
しょう

を配
はい

慮
りょ

してもらえない 

11 サービス内
ない

容
よう

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

が少
すく

ない 

12 相
そう

談
だん

や手
て

続
つづ

きに時
じ

間
かん

がかかり面
めん

倒
どう

くさい 

13 利
り

用
よう

したい事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が見
み

つからない 

14 異性
い せ い

介助
かいじょ

に抵抗
ていこう

がある 

15 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

16 とくに不
ふ

満
まん

はない 
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問
とい

30 あなたは、今
こん

後
ご

３年以内に、次
つぎ

の障
しょう

がい児
じ

通
つう

所
しょ

支
し

援
えん

・障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスおよび

支援
し え ん

事業
じぎょう

（①～⑮）の利
り

用
よう

を考
かんが

えていますか。（それぞれに○を1つ、利用
り よ う

希望
き ぼ う

がない

場合
ば あ い

の理由
り ゆ う

は次
じ

ページの選択肢
せんたくし

から選
えら

ぶ） 
 

 

問
とい

30-1 
問
とい

 

30-2 

 利り

用よ
う

を
増ふ

や
し
た
い
・ 

新あ
ら

た
に
利り

用よ
う

し
た
い 

今い
ま

の
ま
ま
利り

用よ
う

し
た
い 

利り

用よ
う

を
減へ

ら
し
た
い 

利り

用よ
う

希
望

き

ぼ

う

が
な
い 

利
用

り

よ

う

希
望

き

ぼ

う

が
な
い
場
合

ば

あ

い

の
理
由

り

ゆ

う 

障
し
ょ
う

が
い
児じ

通つ
う

所し
ょ

支し

援え
ん

・
障

し
ょ
う

が
い
福ふ

く

祉し

サ
ー
ビ
ス 

① 児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

 1 2 3 4  

② 居
きょ

宅
たく

訪
ほう

問
もん

型
がた

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

 1 2 3 4  

➂ 医
い

療
りょう

型
がた

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

 1 2 3 4  

④ 放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス 1 2 3 4  

⑤ 保
ほ

育
いく

所
しょ

等
とう

訪
ほう

問
もん

支
し

援
えん

 1 2 3 4  

⑥ 居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

（ホームヘルプ） 1 2 3 4  

⑦ 重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

 1 2 3 4  

⑧ 同
どう

行
こう

援
えん

護
ご

 1 2 3 4  

⑨ 行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

 1 2 3 4  

⑩ 短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

（ショートステイ） 1 2 3 4  

⑪ 障
しょう

がい児
じ

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 1 2 3 4  

地ち

域い
き

生せ
い

活か
つ

支し

援え
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う ⑫ 移動

い ど う

支援
し え ん

事
じ

業
ぎょう

 1 2 3 4  

⑬ 日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 1 2 3 4  

⑭ 訪
ほう

問
もん

入
にゅう

浴
よく

サービス事
じ

業
ぎょう

 1 2 3 4  
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【問
とい

30‐2の「利
り

用
よう

希望
き ぼ う

がない場合
ば あ い

の理
り

由
ゆう

」の選択肢
せんたくし

】 
 

1 病
びょう

院
いん

、診
しん

療
りょう

所
しょ

に入
にゅう

院
いん

、通
つう

院
いん

中
ちゅう

 

2 家
か

族
ぞく

から介
かい

助
じょ

を受
う

けている 

3 他
た

人
にん

に家
いえ

に入
はい

ってほしくない 

 4 送
そう

迎
げい

サービスがないため利
り

用
よう

できない 

 5 医
い

療
りょう

的
てき

ケアを行
おこな

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が少
すく

ないため、利
り

用
よう

しにくい 

 6 利
り

用
よう

料
りょう

の負
ふ

担
たん

が困
こん

難
なん

である 

7 利
り

用
よう

の仕
し

方
かた

やサービスの内
ない

容
よう

を知
し

らない 

8 利
り

用
よう

時
じ

間
かん

や日
にっ

数
すう

が希
き

望
ぼう

とあわない 

9 利
り

用
よう

できるサービスがない・少
すく

ない 

10 利用できる事業
じぎょう

所
しょ

が近隣にない 

11 今
いま

すぐ利
り

用
よう

しなくてもやっていける 

12 サービスの対象要件に当てはまらない 

13 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 
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問
とい

31 次
つぎ

の子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

サービスで利
り

用
よう

している、利
り

用
よう

したことがあるものは何
なん

ですか。 

また、利
り

用
よう

したかったのに利
り

用
よう

できなかったものは何
なん

ですか。 

（それぞれあてはまるものすべてに○） 
 

問31-1 利用
り よ う

している・したことがある  問31-2 利
り

用
よう

したかったのに利用できなかった 

1 保
ほ

育
いく

所
しょ

などの通
つう

常
じょう

保
ほ

育
いく

 

2 保
ほ

育
いく

所
しょ

などの延
えん

長
ちょう

保
ほ

育
いく

 

3 一
いち

時
じ

預
あず

かり 

 4 学童保育
がくどうほいく

（仲
なか

よしクラブ） 

 5 ショートステイ 

 6 病
びょう

児
じ

・病
びょう

後
ご

児
じ

保
ほ

育
いく

 

7 ファミリー・サポート・センター 

8 その他
た

 

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 1 保
ほ

育
いく

所
しょ

などの通
つう

常
じょう

保
ほ

育
いく

 

2 保
ほ

育
いく

所
しょ

などの延
えん

長
ちょう

保
ほ

育
いく

 

3 一
いち

時
じ

預
あず

かり 

 4 学童保育
がくどうほいく

（仲
なか

よしクラブ） 

 5 ショートステイ 

 6 病
びょう

児
じ

・病
びょう

後
ご

児
じ

保
ほ

育
いく

 

7 ファミリー・サポート・センター 

8 その他
た

 

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

 

問
とい

31－3 問
とい

31-2で「利
り

用
よう

したかったのに利
り

用
よう

できなかった」を選
えら

んだ方
かた

におうかがいし

ます。その理
り

由
ゆう

は何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

1 障
しょう

がいに対
たい

応
おう

する人
じん

材
ざい

確
かく

保
ほ

ができないと断
ことわ

られた 

2 障
しょう

がいに対
たい

応
おう

する設
せつ

備
び

改
かい

良
りょう

ができないと断
ことわ

られた 

3 障
しょう

がいに対
たい

応
おう

する保
ほ

育
いく

や教
きょう

育
いく

が提
てい

供
きょう

できないと断
ことわ

られた 

4 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

5 はっきりした理
り

由
ゆう

はわからない 

 

 

 

 

 

問
とい

32 和泉
い ず み

市
し

では、障
しょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

できる環境
かんきょう

が整
ととの

っていると思
おも

いますか。

（○は1つ） 

1 そう思
おも

う 

2 どちらかといえばそう思
おも

う 

3 どちらかといえばそう思
おも

わない 

4 思
おも

わない 

5 わからない 

 

子
こそだ

育て支
し

援
えん

サービスの利
り

用
よう

について 

和泉市
い ず み し

の施策
し さ く

全般
ぜんぱん

について 



19 

 

問
とい

33 障
しょう

がい者
しゃ

が快
かい

適
てき

に生
せい

活
かつ

するために、どんな施
し

策
さく

や取
と

り組
く

みが必
ひつ

要
よう

だと思
おも

いますか。 

（あてはまるもの5つ以内に○） 

 1 ホームヘルプサービスなど「在
ざい

宅
たく

サービスの充
じゅう

実
じつ

」 

 2 介
かい

助
じょ

者
しゃ

が介
かい

助
じょ

できない時
とき

などに利
り

用
よう

する「ショートステイなどの充
じゅう

実
じつ

」 

 3 日
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

の場
ば

や居
い

場
ば

所
しょ

の充
じゅう

実
じつ

 

4 グループホームなど「地
ち

域
いき

の生
せい

活
かつ

の場
ば

の確
かく

保
ほ

」 

5 身
み

近
ぢか

なところでの相
そう

談
だん

体
たい

制
せい

を充
じゅう

実
じつ

 

6 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスの「利
り

用
よう

者
しゃ

負
ふ

担
たん

の軽
けい

減
げん

」 

 7 施
し

設
せつ

や病
びょう

院
いん

を出
で

て、自
じ

分
ぶん

の住
す

みたいところに住
す

む「地
ち

域
いき

移
い

行
こう

の推
すい

進
しん

」 

 8 就
しゅう

労
ろう

を支
し

援
えん

し、「一
いっ

般
ぱん

企
き

業
ぎょう

での雇
こ

用
よう

の促
そく

進
しん

」 

 9 福
ふく

祉
し

のまちづくりに基
もと

づいた「施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

の改
かい

善
ぜん

・改
かい

良
りょう

」 

10 暮
く

らしやすい住
じゅう

宅
たく

の整
せい

備
び

 

11 保
ほ

健
けん

・医
い

療
りょう

・リハビリテーションの充
じゅう

実
じつ

 

12 障
しょう

がいの特
とく

性
せい

に配
はい

慮
りょ

した「多
た

様
よう

な情
じょう

報
ほう

入
にゅう

手
しゅ

方
ほう

法
ほう

・コミュニケーション」 

13 外
がい

出
しゅつ

時
じ

支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

 

14 スポーツ・文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の充
じゅう

実
じつ

 

15 趣
しゅ

味
み

や余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

の場
ば

の確
かく

保
ほ

 

16 高
こう

齢
れい

の障
しょう

がい者
しゃ

の支
し

援
えん

充
じゅう

実
じつ

 

17 夜
や

間
かん

・休
きゅう

日
じつ

などの「緊
きん

急
きゅう

時
じ

の連
れん

絡
らく

・相
そう

談
だん

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の確
かく

保
ほ

」 

18 地
ち

域
いき

での見
み

守
まも

り体
たい

制
せい

の充
じゅう

実
じつ

 

19 障
しょう

がいに対
たい

する理
り

解
かい

を深
ふか

めるための「啓
けい

発
はつ

・広
こう

報
ほう

の充
じゅう

実
じつ

」 

20 成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

などの「権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

の取
と

り組
く

みの充
じゅう

実
じつ

」 

21 災
さい

害
がい

時
じ

など「緊
きん

急
きゅう

時
じ

の防
ぼう

災
さい

対
たい

策
さく

の充
じゅう

実
じつ

」 

22 差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

の推
すい

進
しん

 

23 障
しょう

がい児
じ

保
ほ

育
いく

・教
きょう

育
いく

や学
がく

童
どう

保
ほ

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

 

24 親
おや

亡
な

き後
あと

の支
し

援
えん

を充
じゅう

実
じつ

 

25 介
かい

助
じょ

者
しゃ

が休
きゅう

養
よう

や気
き

分
ぶん

転
てん

換
かん

を図
はか

る取
と

り組
く

みへの支
し

援
えん

 

26 その他
た

（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

27 とくにない、わからない 

 

問
とい

34 さいごに、今
こん

後
ご

の障
しょう

がい者
しゃ

施
し

策
さく

の推
すい

進
しん

に向
む

けて、和
い

泉
ずみ

市
し

や大
おお

阪
さか

府
ふ

、国
くに

などへのご意
い

見
けん

、日
ひ

ごろお困
こま

りになっていることなどを自
じ

由
ゆう

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

以上
いじょう

で終
お

わりです。ありがとうございました。 
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【参考】障
しょう

がい児
じ

福
ふ く

祉
し

サービス・障
しょう

がい福
ふ く

祉
し

サービスなどの概
が い

要
よ う

 

名称 内  容 

ア 児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

 

○障
しょう

がいのある児
じ

童
どう

が通
つう

所
しょ

し、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

における基
き

本
ほん

的
てき

動
どう

作
さ

の指
し

導
どう

、自
じ

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

や技
ぎ

能
のう

の付
ふ

与
よ

または集
しゅう

団
だん

生
せい

活
かつ

への

適
てき

応
おう

のための訓
くん

練
れん

を行
おこな

う。 

イ 居
きょ

宅
たく

訪
ほう

問
もん

型
がた

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

 

○重
じゅう

度
ど

の障
しょう

がい等
とう

の状
じょう

態
たい

にある障
しょう

がいのある児
じ

童
どう

であっ

て、障
しょう

がい児
じ

通
つう

所
しょ

支
し

援
えん

を利
り

用
よう

するために外
がい

出
しゅつ

することが

著
いちじる

しく困
こん

難
なん

な障
しょう

がいのある児
じ

童
どう

に発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

が提
てい

供
きょう

できる

ように、障
しょう

がいのある児
じ

童
どう

の居
きょ

宅
たく

を訪
ほう

問
もん

して発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

サー

ビスを行
おこな

う。 

ウ 医
い

療
りょう

型
がた

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

 

○上
じょう

肢
し

、下
か

肢
し

または体
たい

幹
かん

機
き

能
のう

に障
しょう

がいのある児
じ

童
どう

を対
たい

象
しょう

に、

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

における基
き

本
ほん

的
てき

動
どう

作
さ

の指
し

導
どう

、自
じ

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

や技
ぎ

能
のう

の付
ふ

与
よ

または集
しゅう

団
だん

生
せい

活
かつ

への適
てき

応
おう

のための訓
くん

練
れん

を行
おこな

う。 

エ 放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス 

○学
がく

齢
れい

期
き

の障
しょう

がいのある児
じ

童
どう

が、放
ほう

課
か

後
ご

や夏
なつ

休
やす

みなどの長
ちょう

期
き

休
きゅう

暇
か

中
ちゅう

において、生
せい

活
かつ

能
のう

力
りょく

向
こう

上
じょう

のための訓
くん

練
れん

などを継
けい

続
ぞく

的
てき

に提
てい

供
きょう

することにより、学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

と相
あい

まって障
しょう

がいのあ

る児
じ

童
どう

の自
じ

立
りつ

を促
そく

進
しん

するとともに、放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

の居
い

場
ば

所
しょ

づくり

を行
おこな

う。 

オ 保
ほ

育
いく

所
しょ

等
とう

訪
ほう

問
もん

支
し

援
えん

 

○障
しょう

がい児
じ

施
し

設
せつ

で指
し

導
どう

経
けい

験
けん

のある児
じ

童
どう

指
し

導
どう

員
いん

や保
ほ

育
いく

士
し

が、保
ほ

育
いく

所
しょ

などを訪
ほう

問
もん

し、障
しょう

がいのある児
じ

童
どう

や保
ほ

育
いく

所
しょ

等
とう

のスタッ

フに対
たい

し、障
しょう

がいのある児
じ

童
どう

が集
しゅう

団
だん

生
せい

活
かつ

に適
てき

応
おう

するための

専
せん

門
もん

的
てき

な支
し

援
えん

・アドバイスを行
おこな

う。 

カ 居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

 

（ホームヘルプ） 
○自

じ

宅
たく

で入
にゅう

浴
よく

や排
はい

せつ、食
しょく

事
じ

などの介
かい

助
じょ

を行
おこな

う。 

キ 重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

 

○重
じゅう

度
ど

の障
しょう

がいがあり、常
つね

に
に

介
かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

な方
かた

に、自
じ

宅
たく

で入
にゅう

浴
よく

や排
はい

せつ、食
しょく

事
じ

などの介
かい

助
じょ

や外
がい

出
しゅつ

時
じ

の移
い

動
どう

の補
ほ

助
じょ

を行
おこな

う。 

ク 同
どう

行
こう

援
えん

護
ご

 
○視

し

覚
かく

障
しょう

がいにより、移
い

動
どう

が 著
いちじる

しく困
こん

難
なん

な方
かた

に、外
がい

出
しゅつ

に必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

や移
い

動
どう

の援
えん

護
ご

などを行
おこな

う。 

ケ 行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

 

○知
ち

的
てき

障
しょう

がいや精
せい

神
しん

障
しょう

がいにより、行
こう

動
どう

が困
こん

難
なん

で常
つね

に介
かい

護
ご

が

必
ひつ

要
よう

な方
かた

に、行
こう

動
どう

するとき必
ひつ

要
よう

な介
かい

助
じょ

や外
がい

出
しゅつ

時
じ

の移
い

動
どう

の補
ほ

助
じょ

を行
おこな

う。 
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名称 内  容 

コ 短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

 

（ショートステイ） 

○障
しょう

がい者
しゃ

支
し

援
えん

施
し

設
せつ

などで、入
にゅう

浴
よく

、排
はい

せつ、食
しょく

事
じ

の介
かい

助
じょ

などを行
おこな

う。 

サ 障
しょう

がい児
じ

相
そう

談
だん

支
し
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問 1 法人の概要等についてご記入ください。(令和5年7月1日現在） 
 

問 1－1－① 事業所 

（フリガナ）  所 属部署  

法 人 名  役   職  

事業所名  記入者氏名  

所 在 地 

（  －  ） 

 

電話番号  

FAX 番号  

E メール  

 

問1－1－② ≪法人種別≫ 

1 社会福祉法人 2 NPO法人 3 株式会社 

4 その他（具体的に： ） 

 

問1－２ 提供されている障がい福祉サービス等の状況と今後の見込み 

系統 

（下記の番号） 

対象者 

1 身体 
2 知的 
3 精神 
4 難病等 
5 児童 

現在の 

提供状況 

見通し 
1 拡充 
2 継続 
3 縮小 
4 撤退 
5 新規事業立ち上げ 
6 未定 

定員 

（※） 

1か月 

あたり 

利用者 

1      

2      

3      

4      

5      

 

≪サービスの種類と系統≫ 

 １訪問系       ：居宅介護 重度訪問介護 同行援護  

行動援護  重度障がい者等包括支援  

２短期入所     ：短期入所 

３日中活動系    ：療養介護 生活介護                      

４施設系       ：施設入所支援                            

５居住支援系    ：共同生活援助 自立生活援助              

６訓練系・就労系  ：自立訓練（機能訓練） 自立訓練（生活訓練）就労移行支援  

就労継続支援A型 就労継続支援B型 就労定着支援 

７相談支援      ：計画相談支援・障がい児相談支援    地域移行支援   地域定着支援              

 

（※）相談支援については、人員配置（人数）を定員の欄にお書きください。 

法人単位で回答するもの 

事業所アンケート（障がい者） 資料４－6 
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問１－３ 貴法人では福祉サービス以外のインフォーマルな支援を行っていますか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 子ども食堂など子どもの居場所づくり  

2 地域の行事やイベントへの障がい者の参加促進 

3 農業・農園  

4 カフェ・飲食店 

5 ボランティア活動 

5 その他（具体的に：                         ） 

6 特に行っていない  

 
問１－４ 貴法人では取組みを検討している福祉サービス以外のインフォーマルな支援は
ありますか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 子ども食堂など子どもの居場所づくり  

2 地域の行事やイベントへの障がい者の参加促進 

3 農業・農園  

4 カフェ・飲食店 

5 ボランティア活動 

5 その他（具体的に：                         ） 

6 特に行っていない  

 

問２ 障がい者虐待防止等に関しておたずねします。 

 
問２－１ 虐待防止に関してお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１ 虐待防止委員会を設置している 

２ 委員会での検討結果を従業者に周知している 

３ 虐待防止等のための責任者の設置している 

４ 従業者への研修を実施している 

５ すべてできていない 

 
問２－２ 身体拘束等の適正化に関してお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１ 身体拘束等を行う場合に、必要な事項を記録している 

２ 身体拘束等の適正化のための委員会を定期的に開催している 

３ 委員会での検討結果を従業者に周知している 

４ 身体拘束等適正化のための指針を整備している 

５ 従業者への定期的な研修を実施している 

６ すべてできていない 
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問２－３ 感染症防止に関してお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１ 感染防止等に関する委員会を設置している 

２ 感染防止等に関する指針を整備している 

３ 感染防止等に関する研修を実施している 

４ 感染防止等に関する訓練を実施している 

５ すべてできていない 

 

問２－４ 業務継続計画（BCP）に関してお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１ 業務継続計画を策定している 

２ 業務継続に関する研修会を実施している 

３ 訓練を実施している 

４ すべてできていない 

 

問３ 意思決定支援についておたずねします。 

 

問３－１ 意思決定支援ガイドラインをどの程度理解していますか。（〇は１つ） 

1 十分に理解している 

2 ある程度理解している 

3 あまり理解していない 

4 ほとんど理解していない 

5 知らない                           

 

問３－２ どのような場面で意思決定支援を意識した対応を行っていますか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 利用者との初期面談やアセスメント 

2 サービス等利用計画（案）・個別支援計画（案）作成 

3 サービス担当者会議などの支援会議 

4 サービス等利用計画・個別支援計画の交付（説明） 

５ モニタリングや評価 

６ 再プラン（サービス等利用計画・個別支援計画）作成 

７ その他（具体的に：                           ） 

８ 特にない                           
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問４ 貴法人の質の向上に関する取組みをおたずねします。 
 

問４－１ 貴法人では支援の質の向上に関する取組みができていると感じますか 

（〇は１つ） 

1 十分にできている 

2 ある程度できている 

3 あまりできていない 

4 ほとんどできていない  

 

問４－２ 貴法人では支援の質の向上に関してどのような取組み行っていますか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 外部の研修会に参加している 

2 内部にて研修会や意見交換などを行っている 

3 他の事業所と合同で研修会を行っている 

4 基幹相談支援センターが実施する研修会や部会に参加している 

5 その他（具体的に：                         ） 

6 特に行っていない  

 

問４－３ 貴法人は、支援体制やサービス提供についての困りごとや課題の相談先があ

りますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 他事業所  

2 市の障がい福祉課 

3 基幹相談支援センター  

4 専門部会（専門部会については問９参照）   

５ その他（具体的に：                         ） 

６ 特に課題はない 

 

問４－４ 支援の質の向上に関して困っていることをご記入ください。 
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問5 特別な支援を要する者への対応についておたずねします。 
 

問５－１  

強度行動障がいのある方を受け入れしていますか。 

１ 受け入れしている           ２受け入れしていない 

 

 

問５－２ 強度行動障がいに関する対応について工夫していることをお答えください。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 関係者（機関・事業者等）と個別の支援内容や対応について協議を行っている 

2 外部の研修会に参加している 

3 内部にて研修会や意見交換などを行っている 

4 他の事業所と合同で研修会を行っている 

5 基幹相談支援センターが実施する研修会や部会に参加している 

６ 基幹相談支援センターなどに助言をもらっている 

７ その他（具体的に：                           ） 

 

問５－３ 発達障がいのある方を受け入れしていますか。 

１ 受け入れしている           ２受け入れしていない 

 

 

問５－４ 発達障がいに関する対応について工夫していることをお答えください。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 関係者（機関・事業者等）と個別の支援内容や対応について協議を行っている 

2 外部の研修会に参加している 

3 内部にて研修会や意見交換などを行っている 

4 他の事業所と合同で研修会を行っている 

5 基幹相談支援センターが実施する研修会や部会に参加している 

６ 基幹相談支援センターなどに助言をもらっている 

７ その他（具体的に：                           ） 

 

問５－５ 医療的ケアに関する対応について工夫していることをお答えください。 

医療的ケアの必要な方を受け入れしていますか。 

１ 受け入れしている           ２受け入れしていない 
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問５－６ 医療的ケアに関する対応について工夫していることをお答えください。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 関係者（機関・事業者等）と個別の支援内容や対応について協議を行っている 

2 外部の研修会に参加している 

3 内部にて研修会や意見交換などを行っている 

4 他の事業所と合同で研修会を行っている 

5 基幹相談支援センターが実施する研修会や部会に参加している 

６ 基幹相談支援センターなどに助言をもらっている 

７ 医療機関に助言をもらっている 

８ その他（具体的に：                           ） 

 

 

問６ 障がい者地域自立支援協議会や専門部会等に関しておたずねします。 
 

現在、和泉市では和泉市障がい者地域自立支援協議会において、障がい者の自立支援に関する

体制整備等について協議を行っており、専門部会を設置し、取組を進めているところです。 

 

問６－１ 障がい者地域自立支援協議会について知っていますか。 

１ 知っている           ２ 知らない 

 

問６－２ 障がい者地域自立支援協議会において取り組んでほしいことは何ですか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

１ 地域課題の把握 

２ 社会資源の発掘、整理 

３ 入所施設から地域生活への移行に向けての取組み 

４ 緊急時の受け入れ体制の整備 

５ その他（具体的に：                                 ） 

 

専門部会は、相談支援部会、就労支援部会、地域移行部会、地域生活支援拠点部会があります。そ

れぞれに期待すること、取り組んでほしいことはありますか。 

 

問６－３ 相談支援部会：「計画相談支援の質の向上」のため、勉強会、ネットワーク会議、

オンライン相談、事業所訪問等を行っています。 
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問６－４ 就労支援部会：「工賃向上」「一般就労への移行」に向けて取り組んでいます。 

 

 

 

問６－５ 地域移行部会：「精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステム」の構築、精

神病床からの退院促進に向けて取り組んでいます。 

 

 

 

問６－６ 地域生活支援拠点部会：緊急時の受入れ等の体制整備に向けて取り組んでい

ます。 

 

 

 

障がい基幹相談支援センターは、各種部会の運営を行っています。また、和泉市における地域の

相談窓口、障がい者虐待防止センターの通報・相談窓口としての役割も担っています。 

 

問６－７ 障がい者基幹相談支援センターに期待したいことはありますか。 
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問７ 障がい者に対する支援体制におたずねします。 

 
問７－１ 緊急時対応（利用者の急な状態変化や家族の急病など）における課題は何です

か。また、その課題に対し、貴法人が取り組もうと思う内容をお書きください。 

◆ 緊急時対応における課題 

（簡潔に： ................................................................................................. ） 

◆ 取り組もうと思う内容 

（簡潔に： ................................................................................................. ） 

 
問７－２ 地域生活支援拠点部会では、緊急時の受入れ等の整備に向けた取り組みを行

っています。 

1.知っており、登録をしている    

２．知っているが登録はしていない 

３．知らない 

基幹相談支援センターを中心に、常時の連絡体制を確保することを目的に、対象要件（障

がい者本人が１８～６４歳・和泉市内で家族（介護者）と同居、短期入所の支給決定を受け

ている、障がい支援区分が４以上・計画相談支援を利用している）に当てはまる人は事前

に登録しておくことで、緊急の事態等が起こった際に短期入所への受入れができるよう

にする仕組みをつくりました。 

 

問７－３ 登録をしていない理由をお答えください。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

１．事業間で緊急時の受入れ体制について話し合いができており、登録の必要がない 

２．登録要件を満たしていない 

３．登録の手続きが複雑 

４．本人やご家族等が短期入所の受入れについて拒否的 

5 その他（具体的に：                           ） 

 

問７－４ 障がいのある方を日頃介護されているご家族等が急に不在となった場合に、

どのような支援体制が必要かについて、本人やご家族、計画相談員等と話し合いを行っ

ていますか。 

１．行っている 

２．行っていない（理由：                   ） 
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問７－５ 緊急時の受入れとして、短期入所を活用した支援体制の構築の整備を進めて

いますが、どのような課題があると思いますか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

１．短期入所の事業所数が少ない 

２．空きがない 

３．受入れ先の事業所との連絡調整 

４．医療的ケアが必要な者、行動障がいを有する者の受入れ体制が不十分 

５．その他その他（具体的に： ................................................................................. ） 

 

問７－６ 本人、ご家族等から「緊急時、どうしたらよいか」と相談された際、どのように

対応しますか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

１． 基幹相談支援センターへ相談 

２．他の事業所と連携 

３．事業所内で対応を検討 

４．計画相談員に相談 

５．その他（具体的に： .......................................................................................... ） 

 

問７－７ 国では、「地域移行」（病院からの退院、入所施設からの退所）を進めています。

貴法人は、「地域移行」の推進のためにどのようなことが必要だと考えますか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 グループホームや社会復帰施設など、地域で生活できる場所の充実 

2 外泊など地域生活の訓練ができる場の確保・充実 

3 医療機関やかかりつけ医との連絡・調整 

4 日中活動や就労の場の確保・充実 

5 相談・支援体制の整備 

6 病気などの緊急時の受け入れ体制の整備 

7 その他（具体的に：                           ） 

8 わからない、思いつかない 

 

問７－８ 貴法人は、障がい福祉サービスの拡充や地域などとの連携推進のために、どの

ような支援があれば良いと思いますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 合同研修会の開催など人材面での支援 

2 地域や他事業所との交流や情報交換などに関する支援 

3 広報や情報発信などに関する支援 

4 地域活動に関する助言や指導 

5 補助金など資金面での支援 

6 その他（具体的に：                           ） 

7 わからない、思いつかない 
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問８ その他、障がいのある人の地域生活や社会参加について、現状の問題点・課題、解

決に向けてのご提言、大阪府や和泉市へのご要望などを、自由にご記入ください。 
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問１ 障がい福祉サービス等の展開に際しての課題などについておたずね

します。 

問１－１ 貴事業所は、障がい福祉サービス等の提供に際して、次のような傾向がみられ

ますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 利用者（希望者）が増えている 

2 利用者が減っている 

3 利用者のニーズが多様化・複雑化してきている 

4 既存のサービスだけでは対応できない利用者が増えている 

5 利用者だけでなく、家族への支援などが必要となってきている 

6 上記のような傾向はない 

７ その他（具体的に：                          ） 

 

問１－２ 貴事業所は、障がい福祉サービス等の提供に際して、どのような課題がありま

すか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 ニーズに応えるため、スタッフの確保・増員が必要である 

2 ニーズに応えるため、施設・設備の拡充・改良が必要である 

3 定員等のため利用者のニーズに応えきれないことがある 

4 計画相談支援との連携ができていない 

5 就労支援機関（ハローワークや就業・生活支援センター等）との連携ができていない 

6 医療機関との連携ができていない 

7 他事業所との連携ができていない 

8 職員・スタッフ間で支援内容や情報を共有する時間が持てない 

9 その他（具体的に：                           ） 

10 特に課題はない 

 

  

サービスの系統（分類）ごとで回答するもの 
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問１－３ 貴事業所の職員は、足りていますか。 

 充足している 不足している 必要ない 

1 理学療法士・作業療法士 1 2 3 

2 ヘルパー 1 2 3 

3 看護師・保健師 1 2 3 

4 サービス管理責任者 1 2 3 

5 就労支援員・職業指導員 1 2 3 

6 生活支援員 1 2 3 

7 事務職員 1 2 3 

8 その他不足している職員がいれば（具体的に： ..................................................... ） 

 

問１－４ 貴事業所は、人材の確保についてどのような課題がありますか。 

（あてはまるもの３つ以内に〇） 

1 給与水準が低く、職員を募集しても応募がない 

2 国や大阪府などの補助や支援などの情報が入らない 

3 看護や福祉系の大学などとの交流・つながりがない 

4 採用時の資質の見極めが難しい 

5 採用しても、離職する 

6 接遇やコミュニケーションなどで問題のある職員が増えている 

7 その他（具体的に：                           ） 

8 特に課題はない 

 

問１－５ 貴事業所は、人材の育成についてどのような課題がありますか。 

（あてはまるもの３つ以内に〇） 

1 専門的な研修や資質向上の機会が少ない 

2 資質向上や資格取得に関する補助や支援が少ない 

3 専門的なケアや資格取得に関する補助・支援が少ない 

4 新人職員などに対する育成に時間が確保できない  

5 新人職員などに対する育成の仕方が難しい 

6 自事業所だけでは指導等の体制が確保できない 

7 その他（具体的に：                         ） 

8 特に課題はない 

 

 

 

 

問２ 計画相談支援との連携についておたずねします。 
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問２－１ 貴事業所は、利用者のニーズに応じたサービスを提供するため、計画相談支援

事業所をはじめ、他の事業所とどのような連携を行っていますか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 利用者の状態が変化するたびに連絡・調整している 

2 利用者のニーズや課題などの共有に努めている 

3 個別支援計画を共有している 

4 サービスの提供に関する課題などを共有している 

5 職員やスタッフの資質や技術向上などを一緒に取り組んでいる 

6 その他（具体的に：                           ） 

7 特に何もしていない 

 

問２－２ 連携しているのは、どのような事業所ですか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 同一法人の同種の事業所 2 同一法人の別種の事業所 

3 別法人の同種の事業所 4 別法人の別種の事業所 

5 その他その他（具体的に：                           ） 

 

問２－３ 貴事業所は、障がい福祉サービスの提供や利用者のニーズに応えるために、計

画相談支援事業所をはじめ、他の事業所にどのようなことを求めますか。 

1 計画相談支援事業所に対して、求めること 

（具体的に： .............................................................................................. ） 

2 その他の事業所に対して、求めること 

（具体的に： .............................................................................................. ） 

3 他事業所に求めることはない 
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問２－４ 貴事業所（計画相談支援事業所を除く）は、「サービス担当者会議」に関してど

のような課題があると考えますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 会議の時間が長い 

2 会議の開催回数が多い 

3 会議の議題やテーマなどがはっきりしない 

4 利用者のニーズなどに応えきれていないと感じている 

5 サービス等利用計画（会議の結果）が交付（報告）されない  

6 それぞれの個別支援計画が「サービス等利用計画」に反映されていない 

7 サービス担当者会議に召集されることがない（少ない） 

8 その他（具体的に：                           ） 

9 特にない 

１０参加したことがない 

 

問３① 特定相談支援事業所・障がい児相談支援事業所におたずねします。 
 

問３①－１ 計画相談支援事業所におたずねします。貴事業所は、障がい児相談支援を実

施していますか。（○は 1つ） 

1 実施している 

２ 実施していない 

３ 現在は実施していないが、実施したいと考えている 

 

問３①－２ 計画相談支援事業所におたずねします。貴事業所は、障がい児の相談支援を

実施するにあたって課題はありますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 子どもの支援方法が分からない 

２ 相談員の人数が不足している 

３ ニーズがない 

４ 関係機関との連携がとりにくい 

5 保護者との関係を築くのが困難  

６ その他（具体的に：                       ） 

  ７  課題はない 
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問３①－３ 障がい児相談支援事業所におたずねします。市では、障がい児相談支援事業

所連絡会を実施しています。貴事業所は、この連絡会に参加したことはありますか。

（○は 1つ） 

1 参加したことがある  

２ 参加したことがない 

３ 連絡会があることを知らない 

 
問３①－４ 障がい児相談支援事業所におたずねします。市では、障がい児相談支援事業

所連絡会を実施しています。貴事業所は、この連絡会に参加するにあたって課題や

希望はありますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 開催時間が合わない  

（開催希望時間帯  午前  ・ 午後 ） 

２ 開催内容が希望に合わない 

（希望する内容：                             ） 

３ 相談支援部会など他の会議や研修に参加しているため 

４ 興味がない  

５ その他（具体的に：                            ） 

 

 

問３② 短期入所事業所におたずねします。 
問３②－１ 短期入所事業所におたずねします。貴事業所は、障がい児を受け入れしてい

ますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 就学前 

２ 小学校低学年 

３ 小学校高学年 

４ 中学生以上  

５ 受け入れしていない（理由：                ） 

 

問３②－２ 短期入所事業所におたずねします。貴事業所は、障がい児を受け入れるにあ

たっての課題はありますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 子どもへの支援方法が分からない 

２ 大人との体格差があり、危険を伴う恐れがある 

３ ニーズがない 

４ 単価が低い・必要な支援の度合いと人員配置に対して見合わない 

5 施設の環境整備ができていない 

６ 緊急時の環境整備ができていない  

７ その他（具体的に：                       ） 

  ８  課題はない 

問３③ 共同生活援助についておたずねします。 
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問３③－１ 共同生活援助事業所におたずねします。貴事業所における共同生活援助の

提供にあたっての課題はありますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 行動障がいや医療的ケアに対する支援が難しい 

２ 人材の確保が難しい 

３ お金の管理が困難である 

４ 利用者間のトラブルへの対応が困難である  

５ 計画相談支援との連絡調整が困難である 

６ 他の障がい福祉サービス事業所（日中活動など）との連絡調整が困難である 

7 地域住民の理解が得られない 

8 その他（具体的に：                       ） 

9  課題はない 

 

問３③－２ 共同生活援助以外の事業所におたずねします。共同生活援助に対して、期待

したいことはありますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 事業所数の増加 

２ 重度障がいを受け入れ可能な事業所の増加 

３ ひとり暮らしを目指した自立の促進を行う事業所 

４ 施設や病院からの地域生活への移行の受け皿 

５ 密な情報共有、連絡調整 

６ その他（具体的に：                       ） 

 

以上で終わりです。ご協力ありがとうございました。 
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問１－１ 事業所・回答者は。 

（フリガナ）  所 属部署  

法 人 名  役   職  

事業所名  記入者氏名  

所 在 地 

（  －  ） 

 

電話番号  

FAX 番号  

E メール  
 

問１－２ 法人種別は。 

1 社会福祉法人 2 NPO法人 3 株式会社 

4 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

 

問１－３ 提供されている障がい福祉サービス等の状況等と今後の見込は。 

サービス 

※下記福祉サー

ビスの番号を

記入 

障がい児 

1 身体 
2 知的 
3 精神 
4 発達 
5 その他 

現在の 

提供状況 

見通し 
1 拡充 
2 継続 
3 縮小 
4 撤退 
5 新規事業立ち上げ 
6 未定 

定員 

1か月 

あたり 

利用者 

1      

2      

3      

4      

5      
 

※障がい児福祉サービス 

1．児童発達支援 2．医療型児童発達支援 3．居宅訪問型児童発達支援 

4．放課後等デイサービス 5．保育所等訪問支援 6．障がい児相談支援 
 

問１－４ 利用者の状況（人数）は。                 （人） 

※問1－3の福

祉サービスの

の番号を記入 

保
育
所
・
幼
稚
園
・ 

認
定
こ
ど
も
園 

未
就
園 

小
学
校 

中
学
校 

支
援
学
校 

高
校
・
高
等
部 

そ
の
他 

不
明 

（再掲） 

送迎車の

利用者数 

（人） 

（再掲） 

医療的 

ケア児 

（人） 

1            

2            

3            

4            

5            
  

問1 法人の概要等についてご記入ください。(令和５年●月●日現在） 

事業所アンケート（障がい児） 資料４－6 
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問２－１ 貴事業所は、保育所や認定こども園、幼稚園などとどのような連携をしてい

ますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 利用者の課題や療育方針、成長記録などを共有している 

2 利用者だけでなく、家庭や保護者の課題などを共有している 

3 行事やイベントなどに際して、参画・協力している 

4 協働して、個別ケースの研究や検討を行っている 

5 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

6 特別な連携は行っていない 

7 対象児童がいない 

 

問２－２ 貴事業所は、特別支援学校（小学部、中等部、高等部）とどのような連携を

していますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 利用者の課題や療育方針、成長記録などを共有している 

2 利用者だけでなく、家庭や保護者の課題などを共有している 

3 行事やイベントなどに際して、参画・協力している 

4 協働して、個別ケースの研究や検討を行っている 

5 利用者の進学・就労などに際して、進学先や就労先と情報交換をしている 

6 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

7 特別な連携は行っていない 

7 対象児童がいない 

 

問２－３ 貴事業所は、地域の小・中学校（特別支援学級）とどのような連携をしてい

ますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 利用者の課題や療育方針、成長記録などを共有している 

2 学校主催の防災訓練や火災訓練などに参加・協力している 

3 協働して、個別ケースの研究や検討を行っている 

4 利用者の進学に際して、進学先と情報交換をしている 

5 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

6 特別な連携は行っていない 

7 対象児童がいない 

 
 
 
 
 
 
 

問２ 地域の保育・教育機関との連携についておたずねします。 
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問２－４ 貴事業所には、進学や就労など発育・成長とともに、子どもの節目ごとに保

護者と相談していますか。 

1 している 

（具体的な相談時期： ...................................................................................................................... ） 

2 していない 

（その理由： ......................................................................................................................................... ） 

 

 

 

 
 

問３－１ 貴事業所は、現在、医療的ケアが必要な児童を受け入れていますか。 

1 受け入れている 

2 現在は受け入れていないが、今後受け入れることを計画・予定している 

3 受け入れていない 

問３－５へお進みください｡ 

 

問３－２ どのような医療的ケアを行っていますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 気管切開の処置 2 人工呼吸器（レスピレーター） 

3 吸入 4 たん吸引 

5 酸素療法 6 経管栄養（胃ろう・腸ろうなど） 

7 鼻腔経管栄養 8 中心静脈栄養法（IVH） 

9 自己注射 10 導尿 

11 透析 12 カテーテル留置 

13 ストマ（人工肛門・人工膀胱） 14 床ずれ（じょく瘡）の処置 

15 服薬管理 

16 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

 

問３－３ 医療的ケアが必要な児童を受け入れている事業所におたずねします。医療

的ケア児への対応は誰が行っていますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 医師 2 看護師 

3 医療的ケアの研修を受けた職員 4 その他（具体的に： ................................... ） 

 

 

 

 

 

  

問３ 特別な配慮が必要な子どもへの対応についておたずねします。 
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問３－４ 医療的ケアに関する対応について工夫していることをお答えください。（あ

てはまるものいくつでも〇） 

1 関係者（機関・事業者等）と個別の支援内容や対応について協議を行っている 

2 外部の研修会に参加している 

3 内部にて研修会や意見交換などを行っている 

4 他の事業所と合同で研修会を行っている 

5 医療機関に助言をもらっている 

6 その他（具体的に：                           ） 

 

問３－５ 医療的ケア児を受け入れていない事業所におたずねします。今後、医療的ケ

ア児を受け入れるためには、どのような課題があると考えていますか。（あて

はまるものいくつでも〇） 

1 医師や看護師が常駐しておらず、緊急時の対応に不安がある 

2 医療的ケアに必要な知識や技能の研修を受けた職員がいない 

3 医療的ケアが必要な児童の対応について、医療機関との連携ができていない 

4 医療的ケアや処置に対応できる施設・設備がない 

5 エレベーターやトイレなど、施設がバリアフリー化に対応できていない 

6 保護者との綿密な打合せや相談ができないから 

7 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

8 受け入れることは考えられない、無理である 

 

問３－６ 発達障がいに関する対応について工夫していることをお答えください。（あ

てはまるものいくつでも〇） 

1 関係者（機関・事業者等）と個別の支援内容や対応について協議を行っている 

2 外部の研修会に参加している 

3 内部にて研修会や意見交換などを行っている 

4 他の事業所と合同で研修会を行っている 

5 その他（具体的に：                           ） 

 

問３－７ 強度行動障がいに関する対応について工夫していることをお答えください。

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 関係者（機関・事業者等）と個別の支援内容や対応について協議を行っている 

2 外部の研修会に参加している 

3 内部にて研修会や意見交換などを行っている 

4 他の事業所と合同で研修会を行っている 

5 その他（具体的に：                           ） 
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問４－１ 貴事業所は、福祉サービス等の提供に際して、次のような傾向がみられます

か。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 利用者（希望者）が増えている 

2 利用者が減っている 

3 利用者のニーズが多様化・複雑化してきている 

4 既存のサービスだけでは対応できない利用者が増えている 

5 利用者だけでなく、家族への支援などが必要となってきている 

6 上記のような傾向はない 

7 その他（具体的に：                      ） 

 
 

問４－２ 貴事業所は、福祉サービス等の提供に際して、どのような課題があります

か。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 ニーズに応えるため、スタッフの確保・増員が必要である 

2 ニーズに応えるため、施設・設備の拡充・改良が必要である 

3 定員等のため利用者のニーズに応えきれないことがある 

4 計画相談支援との連携ができていない 

5 医療機関との連携ができていない 

6 教育機関との連携ができていない 

7 他事業所との連携ができていない 

8 職員・スタッフ間で情報を共有する時間が持てない 

9 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

10 特に課題はない 

 
 

問４－3 貴事業所の職員は、足りていますか。 

 充足している 不足している 必要ない 

1 理学療法士・作業療法士 1 2 3 

2 ヘルパー 1 2 3 

3 看護師・保健師 1 2 3 

4 サービス管理責任者 1 2 3 

5 就労支援員・職業指導員 1 2 3 

6 生活支援員 1 2 3 

7 事務職員 1 2 3 

8 その他不足している職員がいれば（具体的に： ....................................................................... ） 

 

問４ 福祉サービス等の展開時の課題などについておたずねします。 
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問４－４ 貴事業所は、人材の確保についてどのような課題がありますか。 

（あてはまるもの３つ以内に〇） 

1 給与水準が低く、職員を募集しても応募がない 

2 国や大阪府などの補助や支援などの情報が入らない 

3 看護や福祉系の大学などとの交流・つながりがない 

4 採用時の資質の見極めが難しい 

5 採用しても、離職する 

6 接遇やコミュニケーションなどで問題のある職員が増えている 

7 その他（具体的に： ................................................................................................................................ ） 

8 特に課題はない 

 

問４－５ 貴事業所は、人材の育成についてどのような課題がありますか。 

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 専門的な研修や資質向上の機会が少ない 

2 資質向上や資格取得に関する補助や支援が少ない 

3 専門的なケアや資格取得に関する補助・支援が少ない 

4 新人職員などに対する育成に時間が確保できない  

5 新人職員などに対する育成の仕方が難しい 

6 自事業所だけでは指導等の体制が確保できない 

7 その他（具体的に：                         ） 

8 特に課題はない 
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問５－１ 貴事業所は、地域との関わりとして次のようなことを行っていますか。（あ

てはまるものいくつでも〇） 

1 民生委員などと情報交換を行っている 

2 地域の運動会や盆踊りなどの行事やイベントに参加・協力している 

3 地域の清掃活動や美化活動などに参加・協力している 

4 地域での防災訓練や避難訓練などに参加・協力している 

5 地域での福祉活動に参加・協力している 

6 地域での福祉の勉強会や学習会などに協力している 

7 法人や事業所が主催するイベントや行事に地域住民に参加・協力してもらっている 

8 事業所の利用者などに対する地域での見守り・連絡体制づくりを依頼している 

9 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

10 取り組んでいることはない 

 

問５－２ 具体的な内容などを簡潔にご記入ください。 

 

 
 

問５－３ 貴事業所（もしくは貴法人）は、施設やサービス内容などに関する情報をど

のようにして発信していますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 施設だよりなどを発行している 

2 法人や施設のホームページを開設している 

3 施設や事業内容などのパンフレットなどを作成・配布している 

4 利用者や家族、地域の人向けに見学会などを開催している 

5 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

6 特に何もしていない 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 貴事業所の地域や他事業所との関わりについておたずねします。 



8 

問５－４ 貴事業所は、利用者のニーズに応じたサービスを提供するため、障がい児相

談支援事業所をはじめ、他の事業所とどのような連携を行っていますか。（あ

てはまるものいくつでも〇） 

1 利用者の状態像が変化するたびに連絡・調整している 

2 利用者のニーズや課題などの共有に努めている 

3 個別支援計画を共有している 

4 サービスの提供に関する課題などを共有している 

5 職員やスタッフの資質や技術向上などを一緒に取り組んでいる 

6 その他（具体的な内容： ........................................................................................................................ ） 

7 特に何もしていない 

 

問５－５ 連携しているのは、どのような事業所ですか。（あてはまるものいくつでも

〇） 

1 同一法人の同種の事業所 2 同一法人の別種の事業所 

3 別法人の同種の事業所 4 別法人の別種の事業所 

5 その他（具体的な内容： ........................................................................................................................ ） 

 

問５－６ 貴事業所は、福祉サービスの提供や利用者のニーズに応えるために、障がい

児相談支援事業所をはじめ、他の事業所にどのようなことを求めますか。 

1 障がい児相談支援事業所に対して、求めること 

（具体的な内容： ............................................................................................................................... ） 

2 その他の事業所に対して、求めること 

（具体的な内容： ............................................................................................................................... ） 

3 他事業所に求めることはない 

 

問５－７ 貴事業所（障がい児相談支援事業所を除く）は、「サービス担当者会議」に

関してどのような課題があると考えますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 会議の時間が長い 

2 会議の開催回数が多い 

3 会議の議題やテーマなどがはっきりしない 

4 利用者のニーズなどに応えきれていないと感じている 

5 障がい児支援利用計画（会議の結果）が交付（報告）されない  

6 それぞれの個別支援計画が「障がい児支援利用計画」に反映されていない 

7 サービス担当者会議に召集されることがない（少ない） 

8 その他（具体的な内容： ...................................................................................................................... ） 

9 特にない 

10 参加したことがない 
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問５－８ 貴事業所は、医療機関と次のような連携・協力を行っていますか。（あては

まるものいくつでも〇） 

1 利用者の急病などに際しての受け入れ（救急搬送） 

2 利用者の急病などに際しての対応（往診・指示など） 

3 利用者の定期的な健診・往診 

4 職員やスタッフに対する医療的助言・アドバイス 

5 その他（具体的に： ................................................................................................................................. ） 

6 連携・協力はしていない 

 

 

 

問６－１ 貴事業所では支援の質の向上に関する取組みができていると感じますか。 

（〇は１つ） 

1 十分にできている 

2 ある程度できている 

3 あまりできていない 

4 ほとんどできていない  

 

問６－２ 貴事業所では支援の質の向上に関してどのような取組み行っていますか。

（あてはまるものいくつでも〇） 

1 外部の研修会に参加している 

2 内部にて研修会や意見交換などを行っている 

3 他の事業所と合同で研修会を行っている 

4 障がい者基幹相談支援センターが実施する研修会や部会に参加している 

5 その他（具体的に：                         ） 

6 特に行っていない  

 

 

問６－３ 貴事業所は、支援体制やサービス提供についての困りごとや課題の相談先

がありますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 他事業所  

2 市の障がい福祉課・子育て支援室 

3 障がい者基幹相談支援センター  

4 障がい児相談支援事業所連絡会   

５ その他（具体的に：                         ） 

６ 特に課題はない 

問６ 貴事業所の質の向上に関する取組みをおたずねします。 
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問６－４ 支援の質の向上に関して困っていることをご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

問７－１ 虐待防止に関してお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１ 虐待防止委員会を設置している 

２ 委員会での検討結果を従業者に周知している 

３ 虐待防止等のための責任者の設置している 

４ 従業者への研修を実施している 

５ すべてできていない 

 

問７－２ 身体拘束等の適正化に関してお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１ 身体拘束等を行う場合に、必要な事項を記録している 

２ 身体拘束等の適正化のための委員会を定期的に開催している 

３ 委員会での検討結果を従業者に周知している 

４ 身体拘束等適正化のための指針を整備している 

５ 従業者への定期的な研修を実施している 

６ すべてできていない 

 

問７－3 感染症防止に関してお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１ 感染防止等に関する委員会を設置している 

２ 感染防止等に関する指針を整備している 

３ 感染防止等に関する研修を実施している 

４ 感染防止等に関する訓練を実施している 

５ すべてできていない 

 

問７－4 業務継続計画（BCP）に関してお答えください。（あてはまるものすべてに

〇） 

１ 業務継続計画を策定している 

２ 業務継続に関する研修会を実施している 

３ 訓練を実施している 

４ すべてできていない 

 

問７ 障がい者虐待防止等に関しておたずねします。 



11 

問７－5 意思決定支援ガイドラインをどの程度理解していますか。（〇は１つ） 

1 十分に理解している 

2 ある程度理解している 

3 あまり理解していない 

4 ほとんど理解していない 

5 知らない                           

 

 

 

 
 

問８－１ 緊急時対応（利用者の急な状態変化や家族の急病など）における課題は何で

すか。また、その課題に対し、貴事業所が取り組もうと思う内容をお書きくだ

さい。 

◆ 緊急時対応における課題 

（簡潔に： ............................................................................................................................................. ） 

◆ 取り組もうと思う内容 

（簡潔に： ............................................................................................................................................. ） 

 

問８－２ 国では、「地域移行」（病院からの退院、入所施設からの退所）の推進を進め

ています。貴事業所は、「地域移行」の推進のためにどのようなことが必要だ

と考えますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

１ 保育園等での受け入れ体制の整備 

２ 医療機関やかかりつけ医との連絡・調整 

３ 相談・支援体制の整備 

４ 病気などの緊急時の受け入れ体制の整備 

５ その他（具体的に： ............................................................................................................................... ） 

６ わからない、思いつかない 

  

問８ 障がい者に対する支援体制に関しておたずねします。 
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問８－３ 貴事業所では、福祉サービス以外のインフォーマルな支援を行っています

か。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 子ども食堂など子どもの居場所づくり  

2 地域の行事やイベントへの障がい者の参加促進 

3 農業・農園  

4 カフェ・飲食店 

5 ボランティア活動 

5 その他（具体的に：                         ） 

6 特に行っていない  

 
 

問８－４ 貴事業所では、取組みを検討している福祉サービス以外のインフォーマル

な支援はありますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

1 子ども食堂など子どもの居場所づくり  

2 地域の行事やイベントへの障がい者の参加促進 

3 農業・農園  

4 カフェ・飲食店 

5 ボランティア活動 

5 その他（具体的に：                         ） 

6 特に行っていない  

 

問８－５ 貴事業所は、障がい福祉サービスの拡充や地域などとの連携推進のために、

どのような支援があれば良いと思いますか。（あてはまるものいくつでも〇） 

１ 合同研修会の開催など人材面での支援 

２ 地域や他事業所との交流や情報交換などに関する支援 

３ 広報や情報発信などに関する支援 

４ 地域活動に関する助言や指導 

５ その他（具体的に： ............................................................................................................................... ） 

６ わからない、思いつかない 
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問８－６ その他、障がいのある人の地域生活や社会参加について、現状の問題点・課

題、解決に向けてのご提言、大阪府や和泉市へのご要望などを、自由にご記入

ください。 

 

 

 

 

以上で終わりです。ご協力ありがとうございました。 


